
近世器末期の江戸における立山信仰

一越中立山山流芦絣寺衆徒の江戸の板那場での廻択配札活動一

福江 充＊

はじめに

近世硲末期、 越中立山山茄芦絣寺の衆徒が行った宗教活動において、 その中核となっ

ていたものは修験迫の山中修行ではなく＂ 、 むしろ加質溜頷国内外での廻板配札活動や

地元芦餅寺で執行された布粕罹頂会などの勧進活動であり、 したがつて;:;;淵末期の立山伝

仰の実像を捉える際には、 この両者の分析を欠＜ことができない。

両者のうち布柏罹頂会に関する澁問迎については、1970年代後半に五来巫氏の論文”

が発表されて以降、 約20年間）j� 沿した状況にあったが、 近年、 岩．炭迎明氏や策者による

論文＂ の発表が契機となり、 現在当該研究者の間で新たな展I井Jが繰り広げられつつあ

る0 。 しかし、 ー方の廻も兌配札活動に関する諸問題については、 これまで1970年代後半

に寺口けい子氏や日和祐樹氏により研究が進められたものの5) 、 それ以降は膠沿した状

況のまま現在に至っている。

そこで本稿では、 史科が比較的多く現存する近世硲末期を対象として、 芦餘寺衆徒の

廻松配札活動について検討を試みたいと思う。 その際、 沿＇団末期には芦餅寺各宿坊の柏那

楊は国内各地に形成され展刷しているので、 一時に全ての柏那楊について分析・検討を

進めることはきわめて困難である。 それゆえ今回は研究のまず第一歩として、 特殊な事

例ではあるが、 特に大都市江戸の場合に限定して検討を進めていきたい。

さて、 芦餅寺日光坊所茂のJ必長9 (1604)年の断筒文：苫から、 規校は明らかではない

が炭長期既に三河国や美談国、 尾板国の村々に芦絣寺衆徒による椋那場が形成されてい

たことが確認できる。 そして近世後期には、 芦餅寺衆徒は例えば、 日光坊は尾張国、 逸

迫坊は三河国、宝泉坊は江戸といったように、 国内各地でそれぞれの宿坊ごとに枕那楊

を形成し、 侮年J此1俎期にも迂那瑞へ赴き廻板配札活動を行っていが。

このような状況下、 硲末期、 芦絣寺の38粁の宿坊のうち、 江戸を柏那場とした宿坊は

吉祥坊・宝泉坊・実相坊・相栄坊の4奸であり＂ 、 これらの各宿坊の衆徒は毎年／此閑期

に江戸に赴き、1い1地で数力月間滞在し、 立山信仰を布教しながら勧進活動を行っていた
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と伝えられている。 このように、 江戸が立山伯仰の信仰阻であったことは以前から指摘

されているが釘 、 各宿坊の御府内やその近郊におけるより其イ本的な配札地をはじめ、 布

教・勧進される側の柏那の実態や衆徒の勧進方法の実態などについては、 近年箪者が宝

泉坊の事例についてわずかに指摘した程度で91 、 十分な研究がなされているとは言いが

たい。

そこで本稿では、 芦絣寺雄山神社に現存する未解盃の吉祥坊とネ蘭泉坊の江戸にl対する

柏那板や「芦餅寺ー山会所茂記録」として既に解盃・校注が行われている宝泉坊の滋水

6 (1853)年の柏那板を使用し、 まず第1序では、 宝泉坊• 吉祥坊・福泉坊の嘉水期の

板那板の内容を解盃・整理したものを表化して提示し、 次に第2 -f((では、表の内容を分

析し、 さらに前掲以外の江戸に関する板那般や板那廻日記などの史料を使用し勧進方法

の具体的事例を補足しながら、 芦絣寺宿坊衆徒が江戸の松那場で行った廻柏配札活動の

構造を明らかにしていきたい。

終形では第2箔の分析に基づき、 芦絣寺宿坊衆徒が江戸の板那拗で行った廻板配札活

動の特徴を指摘したい。 なお実相坊と相栄坊の廻板配札活動の実態については、 柏那板

などのI.I!:! 係史科が現存していないのでここではとりあげない。

1 江戸の桓那場を示す芦絣寺各宿坊の桓那帳

A 芦蛤寺宝泉坊の桓那板

芦隙寺ー山会の所蔵として嘉水6 (1853)年の宝泉坊衆徒泰音による江戸の杞那板が

現存している。 その形態は横板(15.0cm X 20.5cm)である。表題は「御祈梼D」といっ

た具合に末尾が庖耗しているが、 その内容の被初の部分に「嘉永六丑年霜月 越中立山

卓貨泉坊泰吝（印と花押）」と記載され、 またその手前に「御一新に付 立山旧神駿佐伯

左内 符窓卜改名 明冶二年」と後筆されており、 さらに、 これらの記載の後に「東都

柏那衆中様」としても舟那名や松那の住所が随時品載されているので、 この板那板が江戸

の秋那場を対象として宝泉坊衆徒泰吝により嘉永6 (1853)年に作成され、 以後使mさ

れたものであることや、 明治に入り泰音の跡を継ぎ、 同坊衆徒佐伯左内（生年未詳～明

治30年没）がこれを使用していたことが確認できる。

この松那板に記載された内容の中から、 配札地と柏那名を掲載順に全で苫き出し、？筏

末の第1表を作成した。 また第1表に基づき、 地域別の板那数を整理して示したものが

同じく釘？末の第2表である。 ここで使用した区割りは、 明治11 (1878)年都区町村釦成

法の施行で定まった地域区分に基づいた。
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B 芦絣寺吉祥坊の桓那板

芦前寺雄山神社の所蔵として吉祥坊の柏那板が 2冊（写真1--cD-③ ・写冥2 )現存

している。 写箕1の秋那板の形態は横板(14.0cmx 18.0cm)で、 写真2の形態は手1飯

（ふところ板 8.5cmx 18. 0cm)である。もっとも、 2冊とも掲載された板那の住所から

江戸の柏那場を対象としていることはすぐにわかるが、 写襄1の柏那板（以下「柏那軟

A」とする）については「御祈祷柏那板 I I申歳八月吉日」といった具合に、

表題が部分的に庖耗し、 また写襄2の柏那板（以下「板那板B」とする）については表

忍が全く芯載されず、 いずれも一 見しただけでは吉祥坊のものと即断することができな

ぃ。 これらの柏那報が吉祥坊のものであることは、 ・柏那板Aの末尾に「目印筵」として、

衆徒が柏那に領布した汲符の種類や数：:,{: を略品する際の凡例が品載され、 さらに、 その

中の「木札」の事例を品した箇所に、 木札の「奉修立山秘法供御武迩長久如意泌足祈所

吉上坊」といった文口が見られることから確認できるのである。そして、 両方の校那

板に記叔された板那名とその住所を比救するとほぽ合致するので、 柏那板Bも吉祥坊の

ものであることが確認できる。

ところで、 以紺、�f,:者は柏那IV.kAの成立時期を明治6(1873)年としたが 10) 、 これは

当時の分析不足による畝った判断であり、 ここで訂正したい。正確には、 この板那板の

成立時期は嘉水元(1848)年であり、 その後、 追記されながら明治6(1873)年までは

使用されたと考えられる。その理由は次に示すとおりである。

まず、 板那枇Aに牛込御門神楽坂中程に在住として記載される柏那の国領正太郎は、

安政4(1857)年改訂の「市ケ谷牛込絵図J(嘉永四亥冬新銚安政四丁己年改 江戸辿

町六丁目板元尾張尻¥骨七） ＇＂ によると、 柏那帳に品載されるとおり牛込御門神楽坂中程

にその所在が品載されているが、 万延元(1860)年改訂の「礫川牛込小日向絵図J (嘉

水五子秋新刻 万延元申秋改正 麹町六丁目金鯰滋 板元尾板屋消七） I�) においては国

箱正太郎は転居したようで同住所地にぱ品載されず、 別の人物が住んでいる。 したがつ

て万延元(1860)年以前の申年、 すなわち茄永元(1848)年か天保7(1836)年、 或い

は文政7(1824)年の内のいずれかの申年に、 この柏那板が成立したものと推測される。

次に、 明治6(1873)年の「由緒杏上板担立山元束神職J 13) により天保8丁酉(18

37)年の没年が確認できる吉祥坊衆徒の祥兵について、 天保3(1832)年0)「裳山若俯

定害転 芦餅寺若俯中」 14) には、「酉三月一 日二涙州西田原二て廻柏之糊、 病死仕候。」

と記載されており、 この二点の史科から天保8(1837)年頃の吉祥坊の枡那楊は美楼国

であったことが窺われる。

以上、 二つの内容を犯ね合わせると、 吉祥坊衆徒はこの板那板を天保8(1837)年以

5 



富山県［立山他物館］研究祀災 第 �-i;- 1997年3月

降で万延元(1860)年以前の申年、 すなわち況永元(1848)年に作成し、 その後、 追品

しながら明治初期まで使用し続けたと考えられる。

ー方、 柏那板Bの成立時期については、 それに記載される柏那名や住所が板那板Aの

それとほぼ合致するので、 板那般Aと比較的近い時期に作成されたものと推測される。

また、l前掲の柏那国領正太郎の住所が「牛込神楽坂上ル右の二軒目」と品されているの

で、 柏那板Aの楊合と同梯、 この柏那板も万延元(1860)年には既に成立していたこと

になる。 さらに、 文中に文久3 (1863)年の事象の追記が見られるので、 成立後、 追記

されながら使用されていたようである。

さて、松那板A ·Bから、 同坊衆徒＇“ が御府内の各地やその近郊で廻板配札活動を行っ

ていたことがわかるが、 派末の第3表は板那板Aに記載された内容の中から、 配札対象

地・柏那名・頒布品・受納金を全て掲載順に害き出したものである。 また同じく衆末の

第4表は柏那板Aに記載された内容に基づき、 江戸の村，i那場での勧進活動の実態（村，i那

数・宿数・頒布品・祠堂金）について地域別に示したものである。 その際に使用した 区

割りは、 明治11 (1878)年都区町村編成法の施行で定まった地域区分に基づいた。

C 芦絣寺福泉坊の桓那板

芦隙寺雄山神社の所蔵として福泉坊の嘉永元(1848)年の束都板那I版（写兵3 一①～

②)が現存している。 その形態は横朕(12.0cm X 16.5cm)で、 表紙に「束都旦那板

越中立山福泉坊 茄水元申天 正月良辰」と記載されている。 この板那板から、 同坊衆

徒が武蔵国の忍郡や足立郡、 埼玉郡、 硲飾郡、 荏原郡、 橘樹郡、 都筑郡などの地域で廻

板配札活動を行っていたことが確認できるが、 その他、 江戸にも若干の板那楊を保布し

ていた。：?存末の第5表は同板那I版に記載された内容の中から、 江戸の御府内とその近郊

に限定して、 同地域における具体的な配札地・板那名・職業を掲載/II孔に杏き出したもの

である。
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第1表 芦朗寺宝泉坊の江戸における柏那瑞（茄水6年）

掲載l肛 配札地 檀那名 人召 宿g 該当区
001 江p�岸品壱ノ橘角 中沢屋藤兵衛 1 日本柘区
〇02 両国村松町元矢ノ倉 渡辺円斉 I 日本橋区
003 本船町 長沢足由松 I 日本梃区
004 下谷車坂町 堺匝重兵衛 1 下谷区
005 下谷池之端仲ノ 町 堺足次兵衛 1 下谷区
006 上野広小路北大門町 乗物厄与兵衛 I 下谷区
007 下谷天神下 内田厖消吉 I 下谷区
008 浅卒新寺町 伊勢屋太兵衛 I 浅卒区

009 沃卒阿部川町西ノ丁 亀田厖袋兵衛 I 沃卒区
010 本癌金助町 小西寅吉 I 本郷区

011 浅卒阿部川町 山形匝庄兵衛 1 沃互区
012 浅卒並木町 寅足徳右衛門 I 沃卒区
013 沃卒西仲町 伊勢屈金蔵 I 浅卒区
014 沃卒諏訪町 岡田昼平蔵 1 沃卒区
015 本所石原町 伊勢厖彦兵街 I 本所区
016 本所石原町 伊努屋半兵衛 I 本所区
017 本所石原町 中村昼韮兵衛 1 本所区
018 本所吉岡町1丁目 橘屋恙蔵 I 本所区
019 本所相生町1丁目 近江匝孝左衛P' I 本所区
020 深川中木場吉永町 泉足七郎兵衛 1 深川区
021 小網町2丁目 西村嘉兵衛 I 日本抵区
022 両国米沢町3丁目 培田屋治郎兵衛 I 日本橋区
023 深川北六問堀下ノ 抵 沢田屋仁兵衛 I 深川区
024 本材木町1丁目角 伊賀厖甚右衛門 I 日本抵区
025 本材木町2丁目 中船兄平右衛門 I 日本橋区
026 哀茅場町薬師前 俵足喜三郎 I 日本栢区
027 衷茅場町薬師前 伊努屋太兵衛 1 日本抵区
028 日本抵通り3丁目 牙熊治郎 I 日本橋区
029 相町中栢甘気茶屋の哀 藤田藤左衛門 1 日本橋区
030 深川門前町八幡様表門前 銹足一郎兵衛 I 深川区
031 八丁堀亀品抵向長品町 網屋平八 1 京橋区
032 孟岸品中抵通り四日市町 徳品屋半助 1 日本橋区
033 孟岸品長町町1丁目自身番横丁 中＆拗四郎 1 日本梃区
034 東淡町2丁目 丸屋弥吉 1 京栢区
035 鉄砲注本添町 河内屋佐助 I 日本橋区
036 北八丁堀地蔵橋火ノ見下 杷ケ本三正 I 京抵区
037 南鍛治町2丁目 中足五郎兵衛 I 京抵区
038 南鍛治町2丁目 武蔵屋金治郎 I 京抵区
039 桶町2丁目 ニ河屋苦助 I 京柏区
040 京橋柳町 中屋幸助 I 京梃区
041 京橋立伊努屈横丁 伊豆厖仁一郎 1 京梃区
042 新橋南紺区町 阿波屋文左衛門 I 京抵区
043 新抵竹川町 岡田匝伝兵衛 I 京橋区
044 新橋北紺屋町金呑屋舗 伊勢厖消八 I 京抵区
045 木挽町6丁目岸シ 丸屋藤兵衛 l 京梃区
046 山城岸甚兵衛店 尤同土抵向若松足与申紺屈

ー

而召 伊雰投与八 I 京橋区

047 之井町新追通り 大坂屋嘉兵衛 I 芝区
048 宇田川町新追通り 毛爪足重兵衛 I 之区

049 宇田川町新迫通り 丸足清治郎 I 之区
050 之口3丁目 伊勢足由右衛門 1 之区
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第1表ーその2

掲蔵JIil 配札地 檀那名 人数 宿数 該当区
051 之金杉通り4丁目 ＝河足長助 I 之区
052 之田町8丁目 和泉屋清兵衛 I 之区
053 芝田町8丁目 遠州足嘉助 1 之区
054 之田町9丁目 遠州足徳兵衛 1 之区
055 之伊皿子台町 四屋安五郎 1 之区
056 之伊皿子台町 茂屈権兵衛 1 芝区
057 之ー 田1丁目 ー河屋藤四郎 I I荏 之区
058 之松本町1丁目 菰屋苦吉 1 之区
059 飯倉5丁目 茂屋小三郎 1 麻生区
060 西ノ窪吹出町 油厄安兵衛 l 之区
061 西ノ窪神屋町 油足甚七 1 之区
062 西ノ窟神屈町白山 桶＆藤蔵 1 之区
063 四谷伝馬町1丁目新追 砥田屋新兵衛 1 I宿 四谷区
064 四谷伝馬町1丁目新追 近江屋涼治 I 四谷区
065 内神田吉永町籾蔵前 硝子屋新蔵 I 神田区
066 内神田開眼町代地古金物足哀 家主伊介店 但シ柏 伊勢屋市右衛門 1 神田区

屋伊助与申也
067 深川八幡表木場わぐら隣り外神田佐久問町2丁目 山本足某兵衛 I 神田区
068 外神田佐久問町2丁目筋途橘 内田吉右衛門 1 神田区
069 山谷出はずれ 玄士見茶屈久三 I 浅互区

郎
070 新吉原江戸町1丁目 万足恒治郎 I 浅卒区
071 新吉原大門外五十軒 蔓万屈庄治郎 I 浅卒区
072 新吉原大門外 尾版足久兵衛 1 浅互区
073 新吉原京町1丁目 松坂足佐吉 1 浅卒区
074 浅卒諏訪町 宮山屋伊右衛r· I 浅卒区
075 浅卒束仲町 伊努屋治郎兵衛 I 浅卒区
076 浅互並木町 上州足彦右衛r· ！ 浅卒区
077 浅卒並木町 井坂屋忠兵衛 1 浅卒区
078 田所町 大和屈半兵衛 1 日本抵区
079 田所町（同家主戊八宇佐美裏） 店砂屋平吉 1 日本柏区
080 人形町杉森稲荷様門前 小舟町1丁目新追 左官忠七 I 日本橋区
081 小舟町1丁目新追 伊努足惣吉 1 日本抵区
082 浪化町裏小路 岨屋常八 l 日本橋区
083 伝馬町2丁目市村裏 沢浮屋長蔵 I 四谷区
084 伝馬町新大坂町 伊努屋金蔵 I 四谷区
085 本所壱ツ目角 喜多村消兵衛 1 本所区
086 本所馬埃 升屋七右衛門 1 本所区
087 日本抵元四日市 柏屋済兵衛 1 日本梃区

088 江戸橘四日市 沢淫旦消治郎 l 日本抵区
089 元浜町 伊努足治助 I 日本梃区

090 大伝馬町2丁目 升屋九蔵 箆居 I 四谷区
091 伝馬町2丁目 松村市二郎 I 四谷区
092 通塩町新道 伊勢屋栄蔵 I 日本抵区
093 堀留町2丁目 家主喜右衛門榊川卜申 塗師足宮右衛r� I 日本橋区
094 田所町 伊努足伊 一郎 1 日本抵区
095 橘町2丁目 大黒足惣七 1 日本抵区

096 箱崎1丁目 京屈清兵衛 l 日本橋区

097 本所竪川初原1丁目 鹿島屋平五郎 1 本所区
098 屈喰町浅互見付内 松村文蔵 I 日本橋区

8



福江 充／近世硲末期の江戸における立山侶仰

第1表ーその3

掲載屑 配札地 檀那名 人ぢ 宿窃 該当区
099 沃卒束仲町 武蔵屋庄蔵 I 浅卒区
100 神田店松町新追へ引越 7C浜町河岸通り 伊勢屋栄助 1 神田区
101 浅立田原町3丁目 浅互北新町久太郎与申髪結床 吉見屋要助 1 浅卒区
102 浅互北新町 浅互北閲追延命院寺内 魚屋源太郎 I 沃互区
103 之飯倉3丁目 堺屋四郎兵衛 I 麻生区
104 本所大川端椎ノ木松浦楳御足敷内 麹町3丁目谷永 寿信尼 I 本所区

井興之町子共同居
105 四谷新宿下町 三河屋勇次郎 1 四谷区
106 番町2丁目 冨田厖幸次郎 1 窃町区
107 番町2丁目 大和屋税七 I 麹町区
108 深川宮川町 鈎物師寅吉 I 深川区
109 之口1丁目東側 平之足幸七 I 之区
110 麹町1 3丁目 伊努屋喜兵衛 I 麹町区
111 西ノ久保荘手町 三珈屈俄兵衛 1 之区
112 深川猿橋方江町 柿野屋伊兵衛 1 深川区
113 下谷練部小路 河野長十郎 1 下谷区
114 下谷御屈敷之内 加藤武右衛門 I 下谷区
115 下谷相生町新屋敷 深屋茎五郎 I 下谷区
116 之神明町（森越中守屋敷） 森越中守 I 芝区
117 芝明神町（森越中守兄敷） 勝川只 I 之区
118 之明神町（森越中守足敷） 田中千太郎 I 之区
119 之明神町（森越中守屋敷） 九鬼紡之丞 l 之区
120 之明神町（森越中守足敷） 笠原友次郎 1 芝区
121 愛宕下 片桐石見守 ！ 之区
122 愛宕下神保小路（大沢主馬屋敷） 大沢主馬 I 之区
123 愛宕下神保小路（大沢主馬足敷） 叛谷翌之進 I 芝区
124 京橋棚町 海老匝清兵衛 I 京抵区
125 沃卒束仲町 伊勢匝久右衛「

＇ 1 浅卒区
126 沃互堀田原 二問市蔵様同居 布施弥市郎 I 浅互区
127 小石川立板新町金剛寺坂 新見内膳 I 小石川区
128 外桜田（松平河内守屋敷） 松平河内守 I 籾町区
129 外桜田（松平河内守屋敷） 松平市正 1 麹町区
130 外桜田（松平河内守屋敷） 但馬守 1 麹町区
131 外桜田（松平河内守屋敷） 錯之助 ！ 窪町区
132 外桜田（松平河内守屋敷） 於理毛 1 麹町区
133 外桜田（松平河内守足敷） 石之進様 I 店町区
134 外桜田（松平河内守足敷） 竹井半右衛門 I 麹町区
135 外桜田（松平河内守足敷） 興注一右衛門 I 類町区
136 外桜田（松平河内守足敷） 利行九右衛門 I 麹町区
137 外桜田（松平河内守尻敷） 加藤奥五右衛re I 麹町区
138 外桜田（松平河内守屋敷） 寺木左膳 I 麹町区
139 表六番町（洛合能登守屈敷） 洛合能登守 1 麹町区
140 表六番町（落合能登守品敷） 木村徳右衛門 I 在町区
141 山王永田馬場（京極価中守厖敷） 京極伽中守 1 麹町区
142 山王永田馬場（京極伽中守屈敷） 右近将監 1 麹町区
143 山王永田馬場（京極伽中守凪敷） 御奥 I 麹町区
144 山王永田馬場（京極伽中守屈敷） 涼地院 I 窮町区
145 市谷（尾州御殿） おさい（御取次 1 牛込区

） 
146 市谷（尾州御骰） 磁治（御取次） I 牛込区

，
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掲載罵i 配札地
147 市谷（尾州御殿）

148 下谷御徒町加膝様北長屈下西徊丸御手先姐
149 下谷中御徒町中程
150 下谷二味線堀通り七軒丁立化飛茄守束門前
151 下谷 一 筋町束通り
152 浅立堀田原組屋敷
153 下谷疎部小路山名様領厄敷隣り吉田氏前
154 下谷練部小路山名様御屋敷隣り吉田氏前
155 本所南割下水一 笠町1丁目
156 哀茅場町
157 南八丁堀（本多下総守様御屋敷之内）
158 南八丁堀 5 丁目（松平阿波守楳御屈敷内）
159 南八丁堀 5 丁目（松平阿波守様御屋敷内）
160 南八丁堀 5 丁目（松平阿波守様御屋敷内）
161 南八丁堀 5 丁目（松平阿波守様御屋敷内）
162 南八丁堀 5 丁目（松平阿波守様御足敷内）
163 南八丁堀 5 丁目（松平阿波守様御屋敷内）
164 南八丁堀 5 丁目（松平阿波守様御屋敷内）
165 南八丁堀 5 丁目（松平阿波守様御屈敷内）
166 南八丁堀 5 丁目（松平阿波守様徊足敷内）
167 西御丸下（松平下総守楳御厖敷之内）
168 表弐番町（筒井肥前守様御足敷内） 築地南飯EBIBJ
169 築地門跡哀伽前橋前
170 飯合4丁目
171 赤坂氷川明神様隣足敷（本多翌前守様御厖敷内）
172 赤坂田町 5 丁目
173 浅卒田御門前日音院寺内 いろは長足敷 5 番
174 赤坂黒鍬谷丹後坂下通
175 赤坂（紀州様内）但シ辰巳ロヨリ
176 四谷伝馬町3丁目
177 上野国口口郡岩井村
178 西ノ久保吹出町
179 木挽町6丁目
180 深川口抵立川町
181 山谷沃卒町明神様先
182 深川扇橋西町
183 元大坂町 家主善之助店荒物厖
184 麹町 5 丁目紀州様＋太郎御門前
185 赤坂中殿町
186 駒込追分純手組之内 但シ浄泉寺前
187 根注池端ヨリ（佐竹様句屋敷之内）
188 根注池端ヨリ（佐竹様御屋敷之内） 御内
189 浪化町銀座新屎敷内
190 本所松倉町
191 小梅在松合町栗平橘北弐条様束隣り
192 築地（稲葉長門守様御屋敷内）
193 小川町（稲葉長門守様御足敷内）
194 小川町（稲葉長門守様御兄敷内）
195 鉄熔洲（細川能登守様徊屋敷内）

10 

檀那名 人数 宿召 該当区
山の井（御取次 l 牛込区
） 
河野玄左衛門 1 下谷区
小林戊十郎 1 下谷区
小田伊二郎 I 下谷区
土田門嘉 I 下谷区
三枝他市郎 I 浅互区
梶田磁五郎 I 下谷区
梶田勇治郎 I 下谷区
陸田苦五郎 l 本所区
鈴木良庵 I 日本抵区
松井恕助 1 京栢区
長治川治兵殿 I 京抵区
武谷新之進 1 京抵区
描岡作蔵 I 京抵区
長浜伝太郎 1 京橋区
武谷巨助 I 京抵区
村上四方吉 1 京栢区
岡血二郎 1 京抵区
佐坂錦治 1 京抵区

岩村太郎 1 京柏区
岡木箕兵衛 1 麹町区
寺砥秀治郎 I 麹町区
鈴木宗斉 I 京梃区
星野久呑 1 麻生区
河野小十郎 l 赤坂区
星野追節 1 赤坂区
江坂卜庵 I 浅卒区
広瀬亀十郎 1 赤坂区
岡本録之進 1 赤坂区
汽田厖伊之助 I 四谷区
原周次 1 上野国
四厖久兵衛 1 之区
品屋久兵衛 1 京栢区
尾歪屋吉兵衛 1 深川区
筑波屋勁右衛門 1 浅卒区
堺厖伊右衛門 l 深川区
神田膝蔵 1 日本柏区

岩井森兵衛 1 麹町区
大森平太夫 1 赤坂区
金子七郎右衛杷 I 本郷区
同匂丑之助 I 本郷区
爪生頼母 1 本郷区
活水米 一 郎 1 日本抵区
河合絃吉 1 本所区
川井六左衛門 I 本所区
吉田六蔵 I 京栢区
加膝錬蔵 1 神田区
杉本勝平 I 神田区
関0彦九郎 l 日本抵区
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掲蔽尾 配札地 棺那名 人g 宿筍 該当区

196 鉄熔洲（細川能登守様御屋敷内） 新井保五郎 1 日本柏区

197 （稲葉長門守様築地中屈敷） 伊庭十蔵 1 京橋区

198 麹町3丁目 永井興之助 1 麹町区

199 深川森下町伊橡抵 石丸源五郎 1 深川区

200 大久保4丁目弐ツ目 本所石原外手町日野左近同居 上原助左衛門 1 大久保村

201 北本所馬場町 即源寺庵主又J I 本所区

佛母庵トモ申也

202 本所之先寺船 臥雲斬庵主 I 本所区

203 本所亀井戸村 宝性庵庵住 I 本所区

204 溜池（松平美遠守内） 西船亥之吉 I 赤坂区

205 涸池（松平美濃守内） 西船追悦 I 赤坂区

206 溜池（松平美哀守内） 西船専介（西的 I 赤坂区

迫悦倅）

207 ー藤堂様中屋敷西長屈下 近藤友吉 I 住所未詳

208 小川町淀家中 後藤房治郎 I 神田区

209 下谷佐竹様御足敷 中船文吉 I 下谷区

210 根注宮永町内胚様御厖敷内 宮野雄左衛門 1 本郷区

211 （稲葉長門守様築地中＆敷） 長沢酉之助 I 京橋区

212 四谷伝馬町3丁目 池田屋伊之助 I 四谷区

213 小網町1町目横町 翌田平八 I 日本抵区

214 西久保吹出町 茂足久兵衛 I 芝区

215 桜田和泉町 井上勘助 1 芝区

216 瀬戸物町 山形足庄＝郎 I 日本抵区

217 麹町9丁目 宮村屋七兵衛 I 麹町区

218 麹町7丁目 ＝河足金兵衛 I 麹町区

219 下谷和泉抵通行石横町加藤様哀門前 大沢新太郎 I 下谷区

220 応輪台町細川様前 山口屈音吉 1 芝区

221 応蛤台町細川様前 大和屋源七 I 之区

222 応輪竹町 伊勢屋長左衛門 I 之区

223 応輪原庭 和泉屋才助 I 之区

224 店町3丁目谷 藤足卯右衛門 I 麹町区

225 之□3丁目 品足甚七 I 芝区

226 本所中ノ郷竹町 下総屋友右衛門 1 本所区

227 下谷中御徒町 八木下友格 I 下谷区

228 下谷中御徒町 木村茨哲 1 下谷区

229 住所未詳（＝沌ほ之助家来） 谷口録之助 I 住所未詳

230 住所未詳（三浦麟之助家来） 石井可 I 住所未詳

231 虎ノ御門内（三浦志摩守内） 石井徳左衛門 I 芝区

232 虎ノ御門内（ ー 浦志摩守内） 追佑 I 之区

233 （水野出羽守家来浜町中屈敷） 佐々木左叛太 I 日本橋区

234 （水野出羽守家来浜町中厖敷） 井沢安次郎 1 日本橋区

235 小石川西立坂上御掃除組足敷内 寺品円蔵 I 小石川区

236 小石川西な坂上御掃除組屋敷内 那合釣之助 I 小石川区

237 小石川西窃坂上御掃除組屋敷内 同悦一郎 I 小石川区

238 小石川西窃坂上御掃除組屋敷内 内田新助 I 小石川区

239 小石川西古坂上御掃除組屋敷内 小宮山毀助 I 小石川区

240 小石川西ぢ坂上勾掃除組匝敷内 屯屋文六 I 小石川区

241 小石川西な坂上御掃除組屋敷内 釜屋伊兵衛 I 小石川区

242 小石川西な坂上御掃除組屋敷内 大和厄惣兵衛 I 小石川区

243 浜町（水野出羽守様御内） 酒井門太夫 I 日本抵区

11 
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244 沼注藩中
245 （水野出羽守家来浜町中厄敷）
246 淀藩
247 牛込応田馬場下 来迎寺
248 牛込店田馬坦下 誓閑寺
249 牛込応田馬場下 正笈寺
250 牛込原町3町目即呂寺衷
251 麹町平川天神哀門前
252 深川口橋西町
253 深川m橋束町
254 西ノ久保神谷町城山
255 南本郷石原町梅堀
256 本郷石原片町
257 浅卒化川戸町川岸
258 伊努町中華字
259 之田町1丁目家主
260 四谷新屋敷（戸田安之助様御下屋敷内）
261 小日向水追町大日坂の上 御賄組屈敷2丁目の横1B]
262 新吉原京町1丁目
263 日本梃数寄足町
264 赤坂哀伝馬町1丁目
265 四谷伝馬町2丁目
266 伊勢町米川比
267 築地上柳原町
268 新橋山王町
269 小石川伝通院前表町
270 深川束平野町
271 牛込馬場下横町（允井様下匠敷）
272 （松平滋岐守内）
273 （水野出羽守様内）
274 （松平阿波守内）
275 江p小石川徊皿窃町
276 麹町6丁目
277 麹町6丁目
278 本郷御弓町（宿所）

279 松平和泉守様御家中（深川屋敷）
280 松平和泉守楳御家中（深川足敷）
281 松平和泉守様御家中（深川屋敷）
282 松平和泉守様御家中（深川＠敷）
283 松平和泉守様御家中（深川屋敷）
284 松平和泉守様御家中（深川B敷）
285 松平和泉守様徊家中（深川屋敷）西足へ引っ越し
286 松平和泉守楳御家中（深川凪敷）西尾へ引っ越し
287 松平和泉守様御家中（深川屋敷）西尾へ引っ越し
288 松平和泉守様御家中（深川足敷）西尾へ引っ越し
289 松平和泉守様御家中（深川＆数）西尾へ引っ越し
290 松平和泉守様御家中（深川屋敷）西尾へ引っ越し
291 松平和泉守様御家中（深川屋敷）西尾へ引っ越し
292 松平和泉守様御家中（深川足敷）西尾へ引っ越し

12 

檀那名 人ぢ 宿数 該当区
井沢安次郎 1 住所未詳
奥田鉄治 I 日本抵区
注田新之丞 I 住所未詳
来迎寺現住忍静 1 牛込区
誓閑寺現住緑順 I 牛込区
正笈寺現住良逹 I 牛込区
上原銀次郎 1 牛込区
ニ輪仁兵衛 I 窪町区
丸屋戊左衛門 1 深川区
阿波足利兵衛 1 深川区
大工伝吉 1 芝区
左官喜之助 1 本郷区
左官倉吉 1 本郷区
道了宮鋭泉院 1 浅卒区
森谷砥兵衛 1 日本橋区
近江屋久七 1 之区
大竹免毛彦 1 四谷区
細井理右衛門 1 小石川区
家主沿右衛門 I 浅草区
俵区甚兵衛 1 日本橋区
柴匝喜右衛門 1 四谷区
掘田足林兵衛 I 四谷区
訂田足彦四郎 I 日本抵区
尾歪屈角蔵 I 京橋区
ニ河屈久治郎 1 之区
枡匠与七 1 小石川区
近江屋孝左衛門 1 深川区
藤井由五郎 1 牛込区
二笠平兵衛 I 住所未詳
木岡保兵衛 1 住所未詳
森戸丞介 1 住所未詳
足歪B半七 l 小石川区
ー河足長一郎 1 麹町区
白井牧大 1 麹町区
永井禄之助直殺 I I荏i 本郷区
（永井太之丞） ff 
鈴木権太夫 I 深川区
松平庄兵衛 ！ 深川区
膝田勝馬 I 深川区
川住市右衛門 I 深川区
松平二郎次 I 深川区
天野苦太夫 I 深川区
桜井甚兵衛 1 深川区
今井直技 1 深川区
近藤為之助 l 深川区
鈴木八平 1 深川区
田中紋兵衛 1 深川区
山本束十郎 I 深川区
川品彦兵衛 1 深川区
山本為三郎 1 深川区



福江 允／近世俗末期の江戸における立山侶仰

第1表ーその7

掲載扉i 配札地 檀那名 人数 宿g 該当区
293 松平和泉守様御家中（深川足敷）西尾へ引っ越し 山的次郎兵衛 I 深川区
294 松平和泉守様御家中（深川屎敷）西尾へ引っ越し 藤巻六蔵 I 深川区
295 松平和泉守様御家中（深川屋敷）西尾へ引っ越し 斉藤其吾 I 深川区
296 松平和泉守楳御家中（深川厖敷）西尾へ引っ越し 沼田粂右衛門 I 深川区
297 松平和泉守様御家中（深川屋敷）西尾へ引っ越し 大竹久平 I 深川区
298 松平和泉守様句家中（深川昼敷）西尾へ引っ越し 野原徳造 I 深川区
299 松平和泉守様御家中（深川屈敷） 小浜門次郎 I 深川区
300 松平和泉守様句家中（深川足敷） 長尾壮兵衛 I 深川区
301 松平和泉守様御家中（深川屋敷） 須膝恕兵衛 I 深川区
302 松平和泉守様御家中（深川足敷） 加藤菊蔵 I 深川区
303 松平和泉守様御家中（深川足敷） 膝巻平兵衛 I 深川区
304 松平和泉守様御家中（深川屋敷） 浅岡安次郎 I 深川区
305 松平和泉守楳句家中（深川足敷） 宇野作右衛門 I 深川区
306 松平和泉守様御家中（深川足敷） 今井衛守 I 深川区
307 松平和泉守様徊家中（深川足敷） 柳瀬又右衛門 I 深川区
308 松平和泉守様御家中（深川足敷） 牧野誓之助 I 深川区
309 松平和泉守様徊家中（深川尻敷） 長谷川其吾 I 深川区
310 松平和泉守様御家中（深川屋敷） 榊原一之助 l 深川区
311 松平和泉守楳御家中（深川足敷） 柿本久五郎 I 深川区
312 牛込早稲田一柏足敷内 大沢孫十郎 1 牛込区
313 牛込早稲田一揉屈敷内 西尾七右衛門 I 牛込区
314 牛込早稲田 大沢孫十郎 l 牛込区
315 牛込早稲田 沃井況次郎 I 牛込区
316 牛込早稲田 杉本公次郎 I 牛込区
317 牛込早稲田 加膝欽之丞 I 牛込区
318 牛込早稲田 加胚直二郎 I 牛込区
319 牛込早稲田 八木甚左衛門 I 牛込区

320 牛込早稲田 柘栢拗四郎 I 牛込区
321 牛込早稲田 御野藤内 I 牛込区
322 牛込早稲田 今村三蔵 I 牛込区

323 牛込早稲田 応木苦之丞 I 牛込区
324 牛込早稲田 梅沢文平 I 牛込区
325 牛込早稲田 佐藤市左衛門 I 牛込区

326 牛込早稲田 小熊与宮丞 I 牛込区
327 応田御匝敷 尾品理左衛門 I 牛込区
328 深川釘足致 沢田徳兵衛 1 深川区

329 深川御足敷 小堀辰右衛門 1 深川区
330 松平和泉守内 伊東武左衛門 I 深川区

331 松平和泉守内 深注吉右衛門 I 深川区

332 松平和泉守内 鈴木彦右衛門 I 深川区
333 松平和泉守内 新美膝左衛門 I 深川区

334 新吉原 会所四郎兵衛 I 沃卒区

335 新吉原 山村Bみゑ 1 浅互区

336 新吉原 升足七右衛門 1 浅卒区

337 新吉原 松屋おませ I 浅卒区

338 新吉原 駿河屋市兵衛 1 沃互区

339 新吉原 信浪屋善兵衛 I 沃互区

340 新吉原 俵足長四郎 I 浅互区

341 新吉原 八幡屈おふじ I 浅卒区

342 新吉原 尾張屈五兵衛 I 浅卒区

13 
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掲載屑 配札地
343 新吉原
344 新吉原
345 新吉原
346 新吉原
347 新吉原
348 新吉原
349 新吉原
350 新吉原
351 新吉原
352 新吉原
353 新吉原
354 新吉原
355 新吉原
356 新吉原
357 新吉原
358 新吉原
359 新吉原
360 新吉原
361 新吉原
362 新吉原
363 新吉原
364 新吉原
365 新吉原
366 新吉原
367 新吉原
368 新吉原
369 田町 2 丁目又ハ茶屋町共云云

凡 例

檀那名 人数 宿数 該当区
尾張屋太郎兵衛 1 浅卒区
升Bおひさ 1 浅卒区
永楽屋平蔵 I 沃卒区
中松屋善兵衛 1 浅草区
桐屋佐兵衛 I 沃卒区
松足新八 1 没卒区
常盤厄おかめ 1 浅平区
大黒屋又兵衛 I 浅卒区
大烈屈庄六 ！ 沃卒区
乃旦太兵衛 1 浅卒区
添B佐兵衛 1 沃卒区
大野屋熊次郎 1 沃ヰ区
ー文字匝嘉兵衛 1 浅卒区
尾歪匝喜一郎 1 沃卒区
束咤屋おもん 1 沃卒区
竹村伊兵衛 1 浅卒区
兵広足弥助 I 浅卒区
巴足伝助 1 浅卒区
伊勢足おとも 1 浅草区
南部厖庄七 1 浅互区
桐足五兵衛 I 沃卒区
近江屈半匹郎 1 浅草区
山本足金蔵 1 沃卒区
右松屈藤左衛門 I 浅互区
允品屈忠兵衛 I 浅卒区
松葉凪半蔵 1 浅卒区
枡九兵衛店伊努 I 赤坂区
屈三四郎

369 

ー、f<i]・表は、 芦餅寺宝泉坊の）治水6年の柏那Q!d御祈梼口」 （芦餅寺ー山会所蔵）に掲戟された内谷

に基づき（「越中立山古品録n」所収の解虚· 校注本を使用）、 配札地と杭那名、 人数、 宿数、

該当地区を整理し、 掲載順に示したものである。

ー、 同表における区割りは、 明治11年都区町村紺成法の施行で定まった15区の区割りに基づ＜もので

ある。

ー、 掲叔番号は柁那軟のなかでの掲叔顛を示すが、 本松のなかでは第It<�で表品する。

14 



福江 允／近世俗末期の江日におけるヽ'f. 山 1,;仰

第2表 芦前寺宝泉坊の江戸における地域別秋那数と宿数（嘉永6年）

廻椋地区 人 数 18 数

日本栢区 42 ゜
赤坂区 ， ゜
本郷区 8 1

恥湘和区 30 ゜
俎町区 30 ゜
下谷区 17 ゜
神田区 8 ゜
四谷区 12 1

沃/,'(区 60 ゜
芝区 38 1

牛込区 24 ゜
深川区 50 ゜
麻布区 3 ゜
小石川区 12 ゜
本所区 16 ゜
その他 2 ゜
所在不明 8 ゜

合 汁 369 人 3軒

凡 例

一＿ 阿表は、/'I餅寺宝呆坊の滋永6年の

枡那蜘こ甚づき、 同坊の江戸の校）j此）

における地域別の根那数と紺数を示し

たものである。

ー． 区割りは、 明治 1 1 年都区町村紺成

法の施行によって定まった 1 5 区の区

分に基づいた。

ー． 沃r,,:地区については、 新古/J註の40

人を含む。

ー． その他地区の2人は上野li<Jと大久保

村に所在する。
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第3表 芦隙寺，片祥坊(l)江戸における棺那場（嘉氷元年）
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氾記U 配IL地 ,n那名 人数 宿故 llf/.ll 牛玉E印 街’・fl! 廷向 fl, 法（共 ォ:l't ,,,., 切陀 十惇島Jr 区
048 公平1問！守lf.tl11中屋歎(Jf!木） 地本佐兵ifi I I I I I 日 ビIX
049 ＇呂竹JI 8『 中ttR!.示切 I I I I I J ' ァ―
050 臼竹JII町

束中
凩没覆

直
百
古. - I I （ I I J、

051 l.tl竹JII町 I I I I ” i デー

052 I!, 出；i 町 村上新兵j I I I 区
053 町2 t111! 鉗尺武右 j門 I I I I 
054 ＂水石 中n J'. 即 I I I I .. 

一

055 1;; 日思 ·〗 和泉 -,,.- 濱り門 I I I I I G 
056 下街r'J, I I I I I t口r V'i \ IITl'J 
057 1;;:,;'Jr 

• 
町 11'1 八 1 1定術 I I I （ I 

058 ほ弥片 i門町(111 • ., ·111 ＇之助 I I I I I 
059 弥左 町 "" I I I I I 
060 ；；；訂 芍バ ;,ri門 I I I I （ 
061 :;; 可

r

t• ,iti門 I 1宿 I I I I ゜
ヌ062 :;;m llf k,!\ 術門 I I I I I 

063 頃弥 術門町 昌Ill I I I I I 区
064 ぼ 玉屋 ， ti I I I I I 0 � 
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068 ” r●I 釘屋 1111 I I I I C J 
069 ：；； i町 下Je 3 

・ 1 兵ifi I I I I I 
070 II s 栄展． I I I I I 
071 ，， ，口9 1公下。 I I I I I 
072 が伐屋衷 一 て 屋主ャ ：郎 I I I ［ I 
073 云屈町2, I.I 天．モ隕町 加貨 せ忠七 I I I I I 
074 石町1 且 上田 ＂伊兵街 I I I I I 日 '"" 
075 -0町 近lI 久，ifi I I I I 1 8 区
076 田矮子-IJ·1111,.iの男 ＊工 五I I I I I I I 神田
077 日 +t;;;� ロ ITfl横El 上1Bヽ I I I I I 日本 ,ix 

078 神Ill皆JIIS 2丁目 仔谷JI 衛門 1 I I I ' WI 
079 氷万町2 I'! 令丑 j I I I I I ＂ 
080 神田I公下 8 2 I El IP弓,� ifj I I I I I 田
081 河町1 [I 杉Ill五 I I I I I I 田
082 7ら,0,2T目 岡田 '�lti I I I I （ l Ill 
083 田_I:白昨ar

・
ド昆,m座 Jl!/11 5術門 I I I I l ' 田

08� 加/l ＂下屋tl»> 玉JII .• � I l:ll I I I I , ... 
085 .、..『 之内 功井 ＂：郎 I Ill I I I I 
086 ！岸の,: の代 河 ．吉 I I I I I I 
087 ！岸のぽの岸

翼薗
I 1代f I I ［ 

088 屋町 I I I I I ” 
089 ・・｛岸の旧の岸 I I I I 
090 下刃兵�jBf I I I I 
091 !ffiBf I丁目 I I I I 
092 京ほ音Bf I I I I 
093 A木f!l只肘町困祈道 I I I （ 8 区
094 8木ほ万町中通り I l?d I I ゜ 0 8 ’’’ 
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掲戟n rt'fl地
忍翻

l1I茄
厨多

人炊 佑れ 没摩II 牛工宝印 i月守；引坦向 It• 法供l J:/7'.l 1.·i<! I n陀 t産給・1il 該当ヌ
095 日、ぽ)jEIJ I I I ゜ I ゜ I A木 区
096 日； ，不ffi可 ；fキヽx u,u, I I I I I （ C 1::1本 区
097 不， ,8/ 2 -, 目 和泉屈祈K衛 I I I I I U本 S区
098 ―:： 、BJ2 I目 和泉限一5術門 I I I I 本 ;;1:<. 
099 ., 1I公川町 ぬflJ@"i/c七 I I I I I 3を
100 .)EBJ 絹—f・根文i紐；； I l'/ri I I I I I 、呂区
IOI こ八 堀5 I月 1-"f登長吉 I I 1 I 、m区
102 ーご八T坦 木1ヽ！三治郎 I I :R I I I ．裔区
103 八1 ・堀氷島町 伊�,屋平吉 I I I I I � S区．
101 .Elll!I舟I公川 伊'!l?IR長吉 I I I I 1 u 岳区
105 ・・多下柁守11.il!I:屋tt (Iii八丁椛ITbll IX Jf治 I I I I I 酎区
106 多下比守1長rr.J.1:/il牧{Iii八丁坦1丁目1 乎足進百 I I I I I ... 区
107 1八 町堀5丁目 い屋文吉 I I只 I I I 自区
108 5TIJ l-t· ら'J!t'lffi双Z内） 吊消金兵ifi I I 1 I I 、区
109 ‘”山8 山·�昼久四郎 I I I I I 区
110 住 す8 大石忠右術門 I I l ：不糾
Ill "' lffil （稲葉兵部少絹!Ji月屋t\)

鴫響
I I I I I 区

112 木 5 '
fl I I I I I 丙区

113 尾 I 1,1 I I I I I I I目区
114 尾張B新屋 I I I I I 1呂区
115 "''" T目 I I I I I ｀＇ I 区
116 元数寄屋B I I I I I 区
117 山口 I I I （ I 0. 5'. 、区
118 ・BJ I I [,I 印子/\!.庄左術r, I I I I l 4 
119 ：字11l川B 分,r.i七右衛門 I I I I I （ I 之区
120 9四4T目筆歴二て 栄文宣片ウ助 I I I I I I I 京楢区
121 t

I
冶
)
ほ句門之内大名,JヽUCI公乎！引灯守11.街J:駐t�)(野々 If々Ii彦三e;; I l宿 I I I I I ”町区

122 公平0 ' ;.,. I> I I I I I I I ＂ヨ'"'

123 公平U楼< ｀ 9尾幸 .. 冒" I I I I （ I 9● 区
124 公平 F字 I I I I 町区
125 公乎n I ·

- I I I I I 町区
126 公平n 耗t 忠 I I I I I 町区
127 公平U t • 野峠f/1µ I I I I I l● I区
128 公乎 I ， 山 工 j ,, I I I I 町区
129 公乎n I沿 /Jヽ谷閲治i I I I I I 町区
130 公乎n も'"' 吉岡�· . il'i I I I I I Bf区
131 公乎〇 不 濤不舌 術門 I I I I '"'区
132 公平n ヽヽH ,,,r.UJ I I I I 0 町区
133 公乎" m 田熊 台郎 I I I I 町区
134 公平0 谷川） て谷川vフun I I I (! I 町区
135 公乎 ml m111, 三郎 I I I I （ llfT区
136 -:u j ·:�. ,!I守lJ.ヽl>li'.tl内（浅井） •井助四郎 I I I I I ·: 厄[,(

137 又'l',I ヽJO 街— 豆tt内(1"'ti'i) t崎六三郎 I I I I 町区
138 に.:,,,�; 内 嘔ll) 見清治 I ゜ C C （ （ 町区
139 ．む�-!,fl,· 内 中は） '益万郎 I I I I （ （ 町区
140 ID町I EIJEI C•>:、O 之r ，内玄助 I I I I （ （ .. , 区
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11::l'ifO 配IL地 ＂＇ • 公 人数 宿致 IIJJ'l IL 牛玉宝日） 切守" 俎向 t沿t.V ＋沼 反租 ｀ 切柁 十産1,1;11 日当区
J.11 Bf I町l;l (火消屋穀之内） ロ弥+ .3 I I I I 町区
142 町隼町 頭喜一；； I I I I I Br区
143 本• 家コCH具Rm治郎店二て I I I I 町区
144 ••• 5T目 家主清兵術 ・ ニて 恨佼山 ,a; I （ I I 町区
145 所未詳 阻座久治ぶ I I I I ,r-,1 
146 1所未詳 ガ屋久右 ,11"1 I I I I （ 住 ヨU

147 山本町 um· ih; ,1 I I I I I I B区
148 乎m町2 目 山田 り石 rir1 I I I I I 区
149 '118/平I町:I� 地内 ·JII t窟五郎 I lfd I I I （ 込
150 乎l1 -ヽこ塁 ·� 浅野 五郎 I I I ゜ I I 町区
151 -'i"l 町3 g 佐’自― ` '右jfJ門 I I I I I 町区
152 乎l' 天神 trlO•J 山＂ ！長七 I I I I I 町区
153 -'l"l 大｛甲 ,n,, 三河I !1l乎治 I I ゜ I I 町
154 .... ,. 町 八 I I I I I BJ 
155 平l' 天神j “勺 I I I I ゜ ,�, 

156 乎栢 天神J "ペ 杞 ：兵iti I I I I I 町
157 _, �-、口9,v邊 IO I I I I I BJ 
158 平F 町3 目 石 I I I I 2 ,m, 
159 平l' 天神； ·in,J I.I! I l'/ii I I I I I 口I区
160 RB ＂不II/ 牛 I I I I I I 町区
161 冨・ 山王様裏門之内入 ” 1 I I I 町区
162 ... 志 卯兵衛 I I 1 I ●I区
163 Bil/平河天!fr し忠七 I I I I I DI区
164 四谷収町尾Iii裏長厄下 ti' 半助 I I I I 四谷区
165 •• 2T[ 訳 昌倉,,,, I I I BJ区
166 9Tfl 家主平七店二rm m “ I I I I BJ区
167 B BT目 衣主清八店 ー 而 訂 三郎 I I I I I IIJ区
168 OT目 .� 主仁丘山二而 ブ 五郎 I I I I I I 町
169 io 91

・

日 '�ifl I I I I I 町
170 町8 r g な•’�ヽlJr I I I I I I 
171 町5Tl'l 家

△ ：平七 I I I I 
172 B 7 I leJ 累沢与lflfll展隕日） 芹

. .,,"' I I I I I 町
173 e IO -1 flll 屋伊その I I I （ 町一
174 13TI 1 I屋治-ai, I I I I I 
175 山9 B �- ： 具屋大台郎店ニrm 加lflffi:与• I I I I I 
176 四'!t' 駐Bf 121111真針家'"' li'Y.T I I I I ｛ 谷
177 伝男E 2T[ ．、！文治； I I I I I 四'& -
178 四谷• :;l;p ：菌町 向 II� 治り I I I I ｛ I 四t区
179 四令I 町 J!1 嶋屋 ｀＂＇ I I I I I I 四谷
180 刃坂 ,;;. 守 n U邸ll長蔵屋tt也 ヽ噸← 疇 I l i、 （ I 四谷 ．

181 111ero丁目 � ,,,._ p I I I l I B 
182 J:llEIJ I OTlel ＇尾張9、}初家 』） 双辺吉右II I I I I I 町
183 麹町IOT目 尾II rn月＊ •) 長谷川狂k郎 I l ,a, 
184 mer I OTl'I 尾II PJ./1'<,: ヽ •) 松林駄之り I 1'/il （ 町
185 n町IOT□ 尾II 11屋骰 宮木安大； I ゜ BJ -
186 filBJ I 0「□ 尾JI “至牧 石/A\W治 I (I Bf 
187 ＂町IOTU 尾II M豆t� 加栢ヽ＋郎 I a '"' 
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/l,l'IIH fell地 ＂屁名 I、" 宿ri m'-/.ll牛玉'.E� m,i-;1 II!rnJ 詑法供 七産t 反茂ト f/J� 十産砧;Iii 浅当区
188 Bf I OTEI (尼11mt

暉
iけ困fmt牧�)） 

tn� 大治郎 I ゜ I I 0 町区
189 sr I o ru <尾JI 中 11 信祓 I I I I I （ B区
190 町 10 「bl (l�JI¥¾ 波 pff13太e;; I I I I I la-J区
191 ,�, 0-1

・
日 寄上平七 I I I ゜ I 0 I !Ell区

192 町9 J
・
ロ 家主仁J,;ifJ店 一 て 中n屋Q吉 I I I I （ I 町区

193 町I OT□ _, 河屋＆り助 I C （ I a1区
194 四谷伝''l町IT□ trn, 吃三郎 I ゜ I I 四b区
195 E町l lTbl横町 -10)屋治郎八 I ｛ （ ゜ I 0 ＂町区
196 平河 30 丁目 -1.lll P助 I I I I I （ n町区
197 平旧 神友fノ 1勺 杉 m 市兵街 I I I I I f11B/区
198 四谷 坂横町 活�t- 治郎 I I I I I a 四〇区
199 四谷 ［町 3 "l.l大木 p 伊勢 武右街門 I I � I I 四谷区
200 谷 ,1:ierl た抱Jfi. � Bl地 、済 I 1 I I I 四 h区
201 ニ込 屯坂9 '程 l!Jil1 iE太郎 I I I I I （ I 牛込区
ZII、( I. 入一 1依E （水戸中山�roll 平岡 ＝フ＊ I I I I I I i込R
203 . i ヶるヽ 、8佑 （前UI権佐P長切琢甲I 矢吹菩 ・郎 I I I I I I I I ハ石川区
20↓ ハ石JI 、町（云 一 9●9 印 jl I I'/! I I I I I I I ハ石川区
205 ハ石JI 町 tl?l - J; I ［ I I I I 0. 5斗' ,、石川区
206 ，、石JI 、町 松井 月 I I I I I 0. 5斗 ヽヽ石川［
207 I、石JI 町 11•� I I I I I I 0. 5 半 ハ石川区
208 云適尻， < 門前 り9中町 U桟！．ヤ I I I I I ハ石川区
209 9 ヽ石） 1 配梨行 んころ坂 k工し i・郎 I I I I I 

ハ
慣

石
厨

川
区210 こ氾9 ·er 1, ,l 内•�1 h;ifr I l'/t I I I I , 

211 長j h 町 1』 公りrn 治郎 I I I l I 
212 谷 ‘ 廣）＇ '● """町 前田 11. 閑tu、 吊9 f� I I I I 下〇区
213 ― ． 

:c , `  守 ：氾m11加JIIIJ表句 ，澤リ --: ヽ• I I I I I ·�
rn ,.. fl'li)':'「' ＂ヽ五 I I I I I -区
215 :, に； •' ·,,. I月家中 "' tr I I I I I 区
216 オ ← 3 、 昼散 ·n:tJ • jl I I I I 区
217 ‘“噌ヽ ,rn宰 I I I I 区
218 l-

・
谷仲街 B I 2番 辺正 1111 I I I I I ,-� を

219 9董2「lHI ； 
・

屋 石lilf I I I （ I I •• < 
220 印丑m節 実tu院の内 ffl-て） 公t屋 ll1l I 17£ I I I I を
221 TIT谷Bf 卯八 I I I I I < 
222 町 1 r、田'l ｀屋＆ 印 I I I I ．. ＿ 
223 量� 猜I£ 0屋清 街門 I I I I I -区
224 ．街l 'f 地横Bf ... 山 I I I I I I し区
225 i II� �Ill ifj I I I I I l 区
226 . ., ,. 宍漬守Jill'J'I'屈tl 正 八五 I I I （ I I ← し区
227 .. ;) ＾ 杞美；Q守様街中撹ti 井 四郎 “針 I I I I I （ 区．
228 rw-.i·} I珀 『木 公浦大和守I印内 ''-' 喜 J I I I （ I 区
229 ··r1r ,r. 下；？ヽ土 憂凍mr ij, 四 11.,., ・半 ’ 行 ttiた-,.�. ! I I I I （ 区
230 .-1j� .•• 1 、ll, 1, 屋藝) 石l太助 I I I I I 本 区
231 ‘川六r,11班冗町 ...: ,,.. 久右ifi門 I I I （ 深JI区
232 ,...,,. 町中I,!�1内 永井紀前守様田下屋ft 角tt :e;; I I I （ I 日オ：悽区
233 ,: 川海辺*エロ '" f限ill郎右!tir'. I I I I I 探JII区
234 所1紅町2T□ 汀 り限弥む I I I I I """' 区
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iiiE芸

l�l'iKE n、 幻 Ill屈名 j、数 ron 1111'.t.ll 牛玉"'"' 田守ll 辺向 !�•t•Ill ＋産11 ”四 切陀 ＋辛虹7 [fl当区
235 往JI 六問堀B 汀:1.{\t,,平八 I I I I I 0 深JI収
236 深｝1-- ul's恒I に本,�屋:u I I I I I 深）1区
237 I I � ;i; ヽヽ足直治r.il I 17/i I I I I I 4 神rn区
238 つ 卜 (111 ilJ , !!J生但 、拐守H之内） ,,mr.fi 吾 I I I 之ell!.
239 之 上 街 u街 ， 即生但 ，1野守様之内） 1,J生jft之助 I （ I I 之格．
2�0 之 �� ‘”’ m' ' ,J'E Ill.II\守＂只之内） ,:H乃吉 I I I I 之区
241 ト マ (11l1 釘 ' I!)生(11..'り守様之内） m治郎 I I I I ;;, 区

242 て下 ,, 公野閑十郎 I I I I 之区
243 □ 3TIJひかI 町迪り 照JI 治郎 I I I I I 之区
244 I. 兵l/t 唇阻寺I .ti I I I I I 【e
245 通り 石 ，円町i I町 助 I I I I I 神田を
246 ・ 迪り 云.l.'i町II i I I I I I 田
247 適I) 云馬町通� . 角 j I I I I I Ill 
248 遠') 云/ll町通 9口 � i I I I I I 田 →

249 町 - Ill J I I I I I 田竺
250 ” 8 I l I p I I I 田区
251 F駄9谷町 戸Ill山. �, 長ウil'J下B酌） I I I I I •’’ ,m 
252 目 テ人坂 I て伊u�

瓢如
A、

.'1 I I I I I 壬原
253 El. ―人l/i （ ””豆｀ ・ 川'1',; I I I I 壬1JI.
254 fcj ... テ人坂 ・（ .. � 豆:,; 古If .、 I I I I 名灰
255 目凸テ人坂 l1'i伊 聾Y71R 口 ヽ五兵衛 I I I I 名原
256 ＂ 町4丁目 "'' 六兵衛 I I I I I 9町一
257 ＂ BJ房熟寺〇町 石JI " .� り I I I I I -�

258 四6 ：伊貨町ト紐!frill R● Tャ士。 I I I I I 四1
259 市 ,;-i;; I只屋下 fl llll I I I I I 牛i
260 大 '.i'c H I I I I I C 
261 牛； � 

I
町 ,·s r f天町 r天·

I I I I I 南
262 四

‘

街 L1 'J:I助 I I定rd l I I l 
263 四谷 " 卜町 I ポ泊郎 I I I I I 
264 四h at I" 上er I Ill大郎 I I I I I 
265 四る勺 街！ I: 町 a� 子八 I I I I I 
266 四bペ 初 " �  出T m えりj I I I I I ↓ 

267 四谷バ “ ‘’ " .I: 町

置
I I I C I 

268 四eベ 街l -,� I'> I: 町 I I I I u 
269 四U勾 寿� I �""' I I I （ 
270 四谷内 ‘’ '' ← t町 I I I （ 
271 四谷カ 百 !;6'I' 上町 I I I I I 
272 四'ft}.j � •fA '" 上町 I I I 
273 四谷内 r'� fr{� I• .t町 I 1 I 
274 四谷ペ [ff) I ←I:町 Rill 豆平助 I I I I 
275 四台勺 月 ·rrt: 上Bf 武荘堕万吉 I I I I 
276 四〇内 N 

- -ti " !:BT !P'll せ登冶Ill• I I I I 
277 四ツ谷 . �,n .''"' f: 町） 山口 � 又祓 I I I I 
278 三光院 町 ぼii>( ,�[ J乃 I I I I に込
279 '-'l{-t;; す因 ＆五郎 I I I C I 
280 仲Bf ー田せ与兵i2i I I I I I （ I iR ,1:1 
281 仲BJ 1111>! そ右街門 I I I I I （ ［ I ; 登，m
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地

て二
て二

二
町

っ
問

平

六

・
日

乙水

谷
谷

町
町

町
町
町
戸

ヽ

ヶ
ヶ

）
＇

町
8

町
8
e

B
B

BI
8

町
e
II

El
J

町
8
一
子

介

下

下

下

下

．
ー

五

四

2
3
4
5
6
7

9
o
1

3
4
5
6
7

9
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を.'11読し、それに基づき、配札地と檀那名、人数、宿数、頒布品、七f.(、該当区を整理し、掲栽9頂に示したものである。
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第4表 芦隙寺吉祥坊の江戸における地域別の世那数・宿数・勧進状況（森永元年）

廻橙地区 人 数 宿 牛玉宝印 設摩札
御守設の 奉修立山 御仏前 土 産 秘箱人りの 御夢想
御 守 秘法供牲 廻 向 （立山の秘） ± 産 反塊丹 （青銅10疋）

日木栢区 29 2 26 26 10 ゜ 1 5 2 ゜ 56 22 

京橋区 69 6 67 68 44 ゜ 42 6 1 118 7 5.5 

神田区 1,6 1 14 14 ， ゜ 7 2 ゜ 37 25 

芝区 8 ゜ 4 4 2 ゜ 2 ゜ ゜ 8 4 

麻生区 1 ゜ 1 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 2 1 

赤坂区 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

麹町区 78 6 60 65 22 5 41 6 1 11 0 59 

四谷区 11 ゜ 8 ， 7 ゜ 6 ゜ ゜ 14 11 

牛込区 5 ゜ 5 5 3 ゜ 1 1 ゜ 8 8 

小石川区 7 1 7 3 1 4 4 ゜ ゜ 8 6.5 

本郷区 ， 1 ， ， 3 1 6 1 ゜ 16 4 

下谷区 2 ゜ 2 2 1 ゜ 1 ゜ ゜ 3 3 

浅草区 ， 1 ， ， 4 ゜ 6 ゜ ゜ 18 1 2 

深川区 4 ゜ 4 4 3 ゜ 3 ゜ ゜ 1 1 4 

本所区 4 ゜ 4 4 3 ゜ 2 ゜ ゜ 11 5 

南豊島郡 52 1 45 44 1 1 ゜ 21 1 ゜ 43 33 

荏原郡 4 ゜ 4 4 ゜ ゜ 4 ゜ ゜ 6 1 

住所未詳 4 ゜ 2 3 2 ゜ 2 ゜ ゜ 7 4 

合 計 312人 1 9軒 271枚 274枚 125枚 10枚 163件 1 9袋 2筒 476箇 278丸
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凡例 ー． 同表は、 芦餅寺吉祥坊の媒永元年の橙那根に基づき、 同坊の江戸の摂那場における地域別の祖那数・宿数・勧進状況を示したも
のである。

ー ． 区割りは、 明治11年都区町村絹成法の施行によって定まった15区の区分に基づいた。
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第5表 芦餅寺福泉坊の江戸における柏那楊（嘉永元年）

掲載顧 配 札 地 校 那 名 人数 栢数 戦 種 該当区

001 江戸下谷芳町2丁目 浜松屈忠兵鉗 1 1 下谷区

002 沿島横町 淫：木笞兵衛 1 万司呂 本郷区

003 本郷春木町2丁目 伊奴兄重蔵 1 泡足 本知区

004 小石川諏訪町 三河足五郎兵衛 1 小石川区

005 小石川改訪町 三河足新兵衛 1 小石川区

006 牛込岩戸八幡応裏門 川越呂忠衛門 1 JJ;;jh{ 牛込区

007 ？ぶ田四ツ家町 三河呂箔衛["J 1 豆邸足 北翌品郡

008 苅田馬場下町 本兄永助 1 字の師匠 牛込区

009 市ヶ谷田町2丁目下衷 武祓屈角兵l"J 1 牛込区

010 市ヶ谷田町1丁目 浜松足庄太夫 1 牛込区

011 神田旅節町2丁目 白川屎仁兵衛 1 神田区

012 小伝馬町上町丸多かし（河J:i1) 鍛冶足泊兵衛 1 );(栢区

013 新吉］以 丸屈熊蔵 1 沃平区

014 □□□（冊子の綴じ目に屈れ判況できず） 大和屈藤兵衛 1 住所未詳

015 深川扇栢ノ位IJ 会沖足又五郎 1 深川区

016 深川永代栢本 相川町 三河屈硲吉 1 居洒足 深川区

017 深川永代栢本 相川町 お記な足源右衛門 1 硲尖兄 深川区

018 深川黙井町 只呂平治郎 1 深川区

019 芝 阿た下（愛宕下）柵良川（桜川）ヨリ表 毛利又右街l"J 1 乏区

御門前 水野出羽守様御家中

020 外神田別家 毛利〇之助 1 神田区

021 芝 赤羽作柏側 三河屈平右衛l"J 1 芝区

022 芝 赤羽作栢側 家主砧助 1 芝区

023 芝 三田1丁目 硲足長八郎 1 芝区

024 芝 田町4 丁目 柏本屈五兵鉗 1 荒物足 芝区

025 IYi伝馬町3 丁目 石兄藤助 1 漆呂 京栢区

25 1 

凡例 ー ． 同表は、芦餅寺福泉坊の滋氷元年の祖那'1< r束部旦那似 越中立山船泉坊J (芦餅寺雄山神社所

蔵）に掲載された内容を解品し、 それに基づき、 江戸における配札地と棺那名、 人数、 紺数、 戦種、
該当区を幣理し、臨1岱順に示したものである。

26 

ー． 同表における区;'lljりは、 明治11年都区町村編成法の施行で定まった15 区の区割りに基づ＜も
のである。

ー． 掲載番号は棺那似のなかでの掲載順を示す。
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2 芦蛤寺各宿坊の桓那帳が示す江戸の立山信仰

2.1 江戸御府内及びその近郊の桓那場

2.1.1 江戸御府内及びその近郊における芦始寺各宿坊の桓那総数と分布状況

宝泉坊の嘉永6 (18 53)年の江戸の柏那板に品栽された柏那の総数は36 9人で、 江戸

の地区ごとの板那数を多い顛に示すと浅:,·,,:区が60人、 深川区が50人、 日本桧区が4 2人、

芝区が38人、 京柏区と麹町区がそれぞれ30人、 牛込区が2 4人、 下谷区が17人、 本所区が

16人、 小石川区と四谷区がそれぞれ12人、 赤坂区が 9 人、 神田区と本郷区がそれぞれ8

人、 麻生区が 3人となっている。

同坊の柏那の分布傾向としては、 新吉原1刈係者4 0人を含む浅京、 後述するが松平和泉

守との師杜濶係から、 その下）至敷がある深川、 江戸の問屋商菜の中心地である日本柏、

御用迄I[泌人の拝領地がならぶ京柏、 芝など、 いわゆる下町に多く分布している。 なお滞

在中世話になる宿の総数は 3車干で、 芝区、 四谷区、 本郷区にそれぞれ1粁ずつである。

吉祥坊の江戸の板那IVHAに記載された松那の総数は312人で、 さらに江戸の地区ごと

のも州那数を多い）順に示すと麹町区が78人、 京柏区が6 9人、 南戯島郡が52人、 日本柏区が

2 9人、 神田区が16人、 四谷区が11人、 本郷区と浅・窄区がそれぞれ9 人、 芝区が 8 人、 小

石川区が 7人、 牛込区が 5人、 深川区· 本所区・荏原郡がそれぞれ4 人、 下谷区が 2 人、

麻生区が 1人となっている。

同坊の柏那の分布傾向としては、 江戸の問屋商業の中心地である日本橋や御用逗戦人

の拝領地がならぶ京柏、 山の手被大の商職尖住地区の麹町に枕那が北中している。ー方、

宝泉坊の場合とは洪なり浅京の柏那数が少ないが、 これは吉祥坊が新吉原に出入りして

いないからで、 同l刈係者の板那数は0 人である。 なお滞在中世話になる宿の総数は19軒

で、 京桧区と迎町区には 6軒ずつと他区よりも多く分布し、 これは同地区の柏那数の状

況と合致する。 ー方、 宿はその他日本柏区に 2奸、 神田区・小石川区• 本郷区・浅芍区・

南数応郡にそれぞれ1収干ずつ見られるが、 芝区・麻生区・赤坂区・四谷区・牛込区・下

谷区・深川区•本所区・荏原郡には 1 !l(fも見られない。

福泉坊の嘉永元(18 4 8 )年の東都柏那板に品載された江戸の柏那場の柏那総数は2 5人

で、 さらに江戸の地区ごとの板那数を多い順に示すと芝区が 5人、 深川区と牛込区がそ

れぞれ4 人、 本郷区と小石川区、 神田区、 京柏区がそれぞれ2 人、 浅京区と北必島郡が

それぞれ1人、 所在未詳が 1人である。 宿は下谷芽町 2丁目の 1直fだけである。

さて、 柏那の分布状況を地区別に見た場合、 上記のデ ー タによると、 一つの地区につ

2 7  
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きどんなに多くても数十名の巣位であり、 現実にはその地区の幾つかの町内に数名ずつ

点在するといった状況である。

こうした状況に加え大都市江戸の非霜に高い人口密度からすると、 宝泉坊と吉祥坊が

互いに廻秋配札領域とする日本柏や京柏のように、 仮に何坊かで廻柏配札領域が交錯し

たとしても、 地方の；塁村部などの場合とは異なり、 宿坊間で柏那を奪い合うようなトラ

プルはまずは生じないであろう。 こうした状況では、 各宿坊間の板那楊に対する純張り

など、 ほとんど無意味なように感じられるが、 それでも一 応、 地域によっては、 大まか

に縄張りが定められていたのではなかろうか。特にそれは宝泉坊が新吉原で独占的に廻

も：．［配札活動を行っている状況からも推測されるのである。今後、 こうした各宿坊に見ら

れる板那の分布傾向が確立するまでの経紺についても検討していく必要があろう。

ところで、 芦耕寺各宿坊衆徒が、 袋I至の住人を横のつながりで隣近所全てを根こそぎ

柏那にするといったことは、 一定期間において廻松が可能な領域や秋那数などの物理的

な点で、 また江戸の庶民の民間信仰の受容舒諏の点でも不可能なことであった。

このような実態は、 地方の牒村部を板那拗とした宿坊家にみられる柏那の分布形態と

は大き＜屎なる。 地方の品村部では；；と作業などの日'i1(·生活を迎して村民の共同体意澁が

強く、 立山信仰など種々の民間信仰を受容する際も、 一つの村が村全体として、 或いは

村内の大多数の者が受容する場合が多く兄られるが（；此村部を廻板配札した宿坊家の板

那板には、 ある村について、 杞那各自の名前を品さず、 村全体、 或いは村民大多数が松

那であるといった窓味で、「村中」の記載が多く見かけられる16) 、 ー方、 江戸などの都

市社会では人11:11関係が相対的に希苅で、 むしろ共同体窓澁の枠を超え、 数多くの民間侶

仰のなかからどれかを受容する際には、 それを（例えばここではそれを立山信仰とする

が）あくまでも個人的心願で受容した\;)。 これは個人的な現世利益の欲望などに基づ＜

信仰の受容であり、 すなわち、 その人にとってまず信仰心を沿たしてくれるかどうか、

信仰するだけの価値があるか否かが問題で、 それを認めた者だけが個々に位仰したので

ある。 ただ若干の例外もみられ、特定の大名と師村i.l関係を結び、 その大名の武家屋敷に

出入りした瑞合は、 その屋敷の比較的多くの家臣を含めて師柏関係を結んでいる場合が

多い。 これについては後述したい。

2.1.2 芦蛤寺各宿坊と師桓朗係を結ぶ桓那たちの身分階級・職種

各宿坊の柏那の階級には大都市江戸という独特な地域性が反映され、 町人階級・武士

階級・宗教者階級が見られる。 町人階級の柏那には商人と職人が多く見られ、 人足はほ

とんど見られない。特に宝泉坊については新吉原関係者の柏那が見られる。武士階級の

28 
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秋那には江戸に常住する諸稲の大名 、 及びその江戸／至敷（蔀邸）に勤める江戸詰の家臣

らが見られる。宗教者階級の柏那には江戸に寺院（浄土宗系）や庵を描える1','fJ侶が見ら

れる。 ー方、 い ずれの宿坊においても 、 稔多や非人身分の人々が柏那である例は 見られ

ない。

2.1.3 芦絣寺各宿坊の大名屋敷への出入り

宝泉坊の嘉永6 (1853)年と炭応2 (1866)年の江戸の柏那板から、 同坊衆徒泰音は

廻柏配札活動を行った際、 忠大名の屋敷も廻って いたことが確認できるが、 その実態は

次のとおりである。

稲葉:L�jllj守（第1表No.192~194·197·211)の上）至敷（小川町）と中屋敷（築地）、

下）玉放（行山善光寺）、 大沢相校守（第l表No.122)の挺吸（芝愛宕下神保小路）、 落合

能登守（第1表No.139)の屋敷（表六番町）、 片桐石 見守（第1表No.121) の歴敷（芝

愛宕下）、 玖極伽中守（第l表No.141)の上屋敷（山王水田馬場）、 椎木松浦大和守（策

l表No.104)の匝敷（本所大川端）、岱i井肥前守（第l表No.168)の屋敷（表＝番町）、

細川能登守（節1表No.139)の屋敷（鉄砲洲）、 本多下総守（第1表No.157)の上）至敷

僅i八丁堀）、 本多数 ·,w守（第l表No.171) の下）至））("t. (赤坂氷川明神隣）、 松平阿波守

（第1表No.158-166·274)の中）至敷（八丁堀と芝三田）、 松平和泉守 （第l表No.279

~311·No.330-333)の上屋敷（芽楊町）と下松敷（深川）、 松平河内守 （松平中務大

輔、 第1表No.128)の上屋敷（外桜田）、 松平讃岐守（第l表No.272)の中）至敷 （小石

川御門内）、 松平下総守（第1表No.167)の上）至敷（西御丸）、 松平美楼守（第1表No.

204 -206)の下届敷（虎之御l"l内）、 三捕志序守（第1表No.231~232)の上）至敷（／足之

御門内）、 水野出羽守（第l表No.233-234·243·245·273)の中屋敷（浜町） と下）.1I

敷（蛎設町）、 森越中守（第1表No.116)の上）至敷（芝明神町）、 紀州殿（第1表Ko.17

5·184 、 赤坂）、 尾板殿（第1表No.145-147 、 市ケ谷）。

この他、 文久3 (1863)年 5月、 泰音は辺ヶ関の松平安芸守の側室裏町より餞別とし

て松竹梅小盗半面を寄進されており,a:、 同屋敷への出入りが窺われる。 また、 泰音の代

には御本丸の大奥のなかにも師柏関係を結ぶものがみられ 、「御本丸苦珠院知券妙通貞

了大法尼」（大奥俗名リヲ、 小石川脱近町在住）の位牌が残っている 19)
0 

ー方同様に吉祥坊の江戸の松那板Aから、 同坊衆徒泰顛（生年未詳～疫応4年没）も

御府内で廻柏配札活動を行った際、 泣大名の）至敷も廻っていたことが確認できるが、 そ

の実態は次のとおりである。

稲菜長l11l守（第3表No.ill)の中屋敷（染地）、 戸田山城守（第3表No.251)の下届
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敷（新宿千駄ケ谷）、永井肥飢守（第3表No.232)の下屋敷（浜町）、前田大和守（第3

表No.005~007)の屋敷（半蔵御門Hii l、本多下総守（第3表No.251·No.105~106) の

上屋敷（南八丁堀）、本多美涙守（第3表No.137~139·No.213~217·No.226~227)

の上屋敷（鍛冶祇御門内大名小路）と中屋敷（本郷）、椎木松浦大和守（第3表Ko.228)

の届敷（両国大川端）、松平相校守（第3表No.036~048·No.121~135)の上屋敷（鍛

冶柏御門内大名小路）と中屋敷（浜町）、森伊豆守（策3表No.252~255)の上届敷（目

黒行人坂上）、柳生但馬守（第3表No.238~241)の上足敷（芝イ·�·上寺御成御門崩）、 紀

外1殿（策3表No.176·No.180、麹町）、尾張殿（第3表No.183~190、市ケ谷）。 この他、

錨泉坊の江戸の柏那のなかに一 人だけ水野出羽守の家臣 が見られる（第5表No.19)。

さて以上のように、宝泉坊泰音と吉祥坊泰順、福泉坊衆徒はともに ，渚大名の届敷に出

入りしているが、その場合、大名本人が租極的に宿坊の外設者となり、本人とその家族、

さらには上 ・ 中 ・ 下屋敷内の家臣らも含め広く師柏関係を結んでいる楊合と、大名その

ものとは無l½l係で、あくまでも屋敷内の家臣と宿坊とか個人的に師杭関係を結んでいる

楊合の二通りのパタ ー ン が見られる。

前者 のパタ ー ンとして宝泉坊 では京極価中守が本人のみ師杜潤係を結んでおり、その

他、落合能登守と片桐石見守、松平和泉守、松平河内守（松平中務大輔）、 森越中守ら

が、本人とともに家臣らも若干名のものが師柏関係を結んでいる。

とりわけ籾極的に宝泉坊を外函したのは松平和泉守と松平河内守である。 両者とも友

や子供も含め家族ぐるみで師板関係を結んでいる。 このうち松平和泉守の楊合は1至敷内

の家臣にも彩愕を与え、屋敷内で比較的多くのものが（嘉水6 年の江戸の柏那l販では家

臣40名、慶応2 年の江戸の柏那独では家臣67名） 宝泉坊と師松関係を結んでいる。

なお宝泉坊と松平和泉守のより洋細な関係については、以前、拙稿「近世後期におけ

る芦絣寺系立山此荼羅の制作過程についての一試論j 勾1のなかで、松平和泉守が安政5

(1858)年に直喰の立山蛤荼薙を宝泉坊 に寄進した一件について論じたが、 この松平和

泉守は本名を松平乗全と称し、三河国西尾城主(6万石） である。 乗全は大坂城代の役

職を勤めた後、弘化2 (1845)年 2月15日から安政2 (1855)年 8月 4 日まで老中職を

勤めた。 その後、安政5 (1858)年 6月23日から再び老中耽に就き、万延元(1860)年

4月28日まで勁めている。 宝泉坊は、毎年、和泉守の深川下屋敷や芽場町上屋敷を訪れ、

和泉守自身に拝謁し神 ·1韮j仏前に礼拝し、御幣や澁符、泌箱などを献上し、勧化板を預け

岡いてきている。 また屋敷で取り次いでくれる家臣には設符を、女中方には茶を献上し

ている21 1。

ー方、松平河内守（松平中務大輔） は本名を松平親良と称し、悶後杵築城主(3万2
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千石）である。 ちなみに彼の委は松平和泉守（松平乗全）の娘である。宝泉坊は、fo;年、

河内守の外桜田の届放を訪れ、河内守自材に拝謁し神前仏fJ1jに礼拝し没符、必箱などを

献上し勧化板を預けii'i:いてきている:,:?) 。

届］じく
・

1i1i者のパタ ー ンとして、吉祥坊においては松平相校守と本多美謀守があげられ

る。 両者とも本人をはじめ妾や子供も含め家族ぐるみで、 さらには極敷内の家臣にも彩

特を与え、）至敷内で若干名（松平相校守関係28名、本 多美涙守関係11名）のものが吉祥

坊と師柏関係を結んでいる。 なお松平相校守は困幡国島取城主池田炭徳(32万5千石）

のことであり、ー方、本多美i農守は、三河国岡崎城主本多忠民( 5 万石）のことで、万

延元(1860)年 6 月25日から文久2 (1862)年 3月15日までと、 さらに元治元(1864)

年10月13日から1妥応元(1865)年12月19日まで、 2度に渡って老中職を勤めている。

さて後者のパタ ー ンとして、宝泉坊においては稲菜長l"J守や大沢相校守、節井肥°Jfo守、

椎木松浦大和守、細川能登守、本多下総守、本多数Jl,j守、松平阿波守、松平讃岐守、 松

平下総守、松平美談守、三捕志序守、水野出羽守、赤坂紀ヽ）+I御殿、市ケ谷尾板御殴の家

臣らが、それぞれ若干名( 1名-12名）個人的に宝泉坊と師柏関係を結んでいる。

同じく後者のパタ ー ンとして吉祥坊においては、前田大和守や本多下総守、稲葉袋門

守、椎木松浦大和守、水井肥前i守、柳生但馬守、戸田山城守、森伊豆守、四谷紀州御殿、

辿町尾板御殿の家臣らが、それぞれ若干 名( 1 名- 9 名）個人的に吉祥坊と師柏1対係を

結んでいる。

2.1.4 芦絣寺各宿坊と師桓関係を結ぷ江戸の町人

宝泉坊の嘉水6 (1853)年の江戸の板那板より同坊の柏那の戦種を見みると、屋号を

もつ商人や戯人がきわめて多く、このも灼那板では173人が該当する。

また吉祥坊の江戸の柏那板Aから同坊の板那のI[此種を見みると、商人・職人のうち屋

号を保有するものは175人で、その他、大エが 3人である。 店名等は第3表の松那名を

参照していただきたい。

なお、村［那l板Aにおける町人階級の板那の戦種には以下のものが見られる。

家主（第31-ぶo.027·061·063·088·095·171·191)、名主（第3表No.273)、米屋

及び米料渥（第3表No.018·028·102·103·163·244)、迷届（第3表No.094·221)、

和至及び府l財屋（第3表No.055·097·098)、八百屋（第3表No.174)、 守物問屋（第

3表No.086·089)、塩屋（第3表No.169·173)、砂杷}i!l(第3表No.164)、 酒屋（第3

表No.031·056·099·154·155·170·195·236·280·287)、菜子届（第3表No.162·

288)、煙．窄｝至（第3表No.270)、煮染｝至（第3表No.161)、茶屋（第3表l\o.030·269·
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274·284·286·294·298·299 ・ 305·307)、 料理届（第3表No.077·177)、 製屋 （第

3表No.283)、 イカ足灸り（第3表No.026)、 赤穂竹皮（第3表No.248)、 旅篭届（第3

表No.263·266·268)、 船宿（第3表Ko.019·022·067·223)、 足袋屋（第3表No.020·

053·088·117·199)、 下駄屋（打�3表No.083·225)、 四駄屋（第3表No.193·231)、

小）削物屋（第3表No.267·292)、 金物屋（第3表No.233)、 合羽諮品辰（第3表No.247)、

箪屋 ・ ：＇．！囁（第3表No.120·219)、 本屋（第3表No.062)、 玩具尻（第3表No.052·15

6·220)、 御本丸御用逹（第3乱ぶo.078)、 呉服栓大名方出入り（第3表No.074·075)、

仕立屋（第3望ぶo.114·152)、 古沿屋（第3表No.196)、 古道具屋（第3表No.165·23

5)、 古具表具｝至（第3表No.243)、 材木届（第3表No.066·080 - 160·211·222)、 板届

（第3表No.234)、 慾詑届（第3表No.147·153)、 番頭（第3表No.276·279·282 - 304)、

大工（第3表No.265·302)栢屋弟子分（第3表No.285)、 塗物屋（第3表悩.113 - 291)、

銅（あかがね）（第3表No.118)、紐m様の柏師（第3表No.259)、 質／至（第3表No.055)、

両替商 ・ 1芍屋（第3表No.069·091·112·119·246·249·281)、 担料•屋（約3表No.29

3)、 銭亀尻（第3表No.208)などである。

さらに福泉坊の茄永元(1848)年の板那板によると、 江戸御府内の25人の柏那のうち

21人が屋号を保有し、 その職種には寿司I至（第5表No.002·006)や麹屋（第5表No.O

03)、 豆腐屋（第5表No.007)、 字の師匠（第5表No.008)、 鋳物I至（第5表No.016)、

泌麦屋（第5表No.017)、 荒物屋（第5表No.024)、 漆屋（第5表No.025)などが見ら

れる。 その他、 1 人が家主（第5表No.022)である。

さ て、 各宿坊のうち宝泉坊だけが遊祁街の新吉原に出入りし、 まずは仲之町の中松屋

悦居（第1表No.346、 中松屋善兵衛の子息）を仲介者として、 田町 2丁目家主九兵衛店

の枡伊勢屋三四郎（策l表No.369)に 新吉原での世品人役を依頼し、 講組織を形成して

いた:3)。 嘉永6 (1853)年の宝泉坊の江戸の板那l版によると、 新吉原講中では35人の各

店経営者が、 また同坊のI羹応2 (1866)年の江戸の柏那板によると40人の各店経裳者が

柏那として掲載されている。

2.1.5 芦炉寺各宿坊と師桓関係を結ぶ江戸の宗教者

宝泉坊の嘉水6 (1853)年の江戸の柏那板より、 同坊の杭那には北本所馬場町の即源

寺庵住（仏母庵）（第1表No.201)や本所之先寺l嶋の臥＇公斬／低住 （第l表No.202)、 本

所亀井戸村の宝l生A'tEMビ住（第l表Ko.203)、 牛込高田馬場下の来迎寺（浄土宗）現住忍

浄（第l表No.247)、 牛込邸田馬場下の聾,�寺（浄土宗）現住緑/II員（第1表No.248)、

牛込高田馬場下の正揺寺現住良迂（策l表No.249)らの宗教者が見られる。
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また吉祥坊の江戸のも('[那板Aより、 同坊の板那には大久保上地の観音k'i (第3表No.

260) や牛込悛木町七庫干寺町弁天町の弁天庵（第3表No.261)、 成子木戸のきわ岡林）低

（第3表No.311) の3名の宗教者が見られる。

なお宝泉坊の元治2 (1865)年の江戸の柏那廻日品によると、 このなかで同坊が江戸

滞在中に比較的何度も立ち寄っていたのが仏t.:):J/iビで、 例えば同2 (1865)年の4月 9 日

には仏f:J;}位を訪れ足袋と御札を頒布しており、 また同(1865)年4月24 日には立山此荼

羅の絵解きに訪れている”’ 。 さらに宝泉坊はluJ (1865)年5月19日に牛込の米迎寺を訪

れ、 同寺で立山此荼羅の絵解きや、 その其イ本的な内容は明らかではないが布柏供養なる

ものを行っている,.,。 この他、 師板槻係は結んでいないが、 元治2 (1865)年4月晦日

に芝俯上寺山内の大師寮へ参上し、 御1応居大:C(和尚や大栄租尚、 尉認棠和尚、 大師和尚ら

に先年から万事お世話をいただいた御礼として、 土産ともに血脈や経帷子を献上してい

る'61
゜

2.2 芦蛤寺各宿坊の勧進活動の実惹

2.2.1 勧進活動の実惹を示す桓那板と杷那廻日記

江戸を廻柏配札した各宿坊衆徒の勧進活動の実態について、 廻板期問中の日々の生活

や勧進そのものの実態は宝泉坊の江戸の村，！那販や柏那廻日品から、 また頒布品の種類や

領布数などについては、 吉祥坊の江戸の柏那献から詳細に窺うことができる。

すなわち、 宝泉坊には前掲の嘉永6 (1853)年の村，！那I販をはじめ、 元治2 (1865)年

の柏那廻日品「松那廻勤板 越中立山宝泉粘舎オロ 元治二乙丑星正月 （梵字）吉日J、

疫応2 (1866)年の柏那板「東都柏那帳 越中立山夜泉坊典脈オ[I J必應二年寅正月 日」、

炭応3 (1867)年の杭那廻日記 rも牡皮羅密 越中立山貨泉坊 炭應三卯品弥生（梵字）

吉日J、 明治元(1868)年の2冊の板那廻日記「松那廻日記 明治元戊辰歳冬（梵字）

吉日 〔欠拍〕舎」 と r板那廻日記 越中立山貨泉〔以下欠拍〕 明治元戊辰歳仲冬

（梵字）吉〔以下欠担〕」が現存しており、 同坊のこれらの松那板や松那廻日記によると

宝泉坊は衆徒泰音が弟子輿脈を引き辿れ,n 、 江戸では時折二人が別行勁をとっていた こ

とや、 同坊の勧進収益は初穂料、 血盆経の頒布、 経帷子の頒布、 完薬反魂丹の頒布、 各

所未加、 廻向料、 別祈祷科、 日月茶牌科、 招講（各家に招かれ祈祐を行ったり立山位荼

羅の絵解きを行う。 御絵伝森銭が入る。）などによってあげられていることが窺われる。

なお元治2 (1865)年の江戸の村，！那廻日記によると、 宝泉坊の固(1865)年の江戸滞

在期間は2月30 日(-1-条より江戸本郷に入る）から7月17 日（板柏を出発）までの約4

ヶ月半である。
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ー 方、 吉祥坊の江戸の柏那板Aには各松那名の下に頒布品が記号で品載されており、

領布品の種類や頒布数が具体的 に窺われる。

2.2.2 勧進活動における収益方法

a 物品の頒布による勧進活動

(1)護符の頒布

設符の頒布については、 宝泉坊の元治2 (1865)年の江戸の松那廻日記によると、 江

戸御府内では柏那各家にくまなく領布しているわけではなく、 現地での世話人 の柏那28)

やそれに準ずる松那、 或いは廻松中特に世話になった柏那、 その他大名屋敷の大名やそ

の取り次ぎを担ってくれた家臣及び女中方、 有力寺院の1月係者などに土産とともに御礼

の品として献上していたようである。 なお、 同坊がその際に献J:.した設符の種類につい

ては「御札」とだけ記載されており共体的な杜類は不明である。 宝泉坊の）姿応2 (1866) 

年の江戸の柏那I板にも、 松那名の下に「守」と記されている例が若干見られ、 おそらく

この印は前述のように設符の頒布か或いは献上を示しているものと推測される。

ー方、 江戸郊外の新宿謡中には17軒分の設符を新宿久右衛門に預け骰いて頒布させて

おり�)、 また新吉原講中にも枡伊勢屋三匹郎を世品人として例年45粁分の大牛玉（牛玉

宝印「立山之宝」の大）を頒布させていた30) 。 ただ廻柏期間中の設符の頒布総数につい

ては不明である。

宝泉坊のこうした実態に対して、 吉祥坊においては澁符は主要な頒布品であった 。 吉

祥坊の江戸の松那板Aには松那名の上に「蕊」、「大」、「守」、「佛」、「木札」、「産物」な

どの印が、 また松那名の下には「・」、「ー 丸」、「ー」などの印が付けられているが、 こ

れらの記号の意味については「目印筵」 として柏那独の末尾に次のように凡例が品載さ

れ、 さらに蕊符製作時に使用する紙の種類も記載されている。
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下ニハ ・印ハ御夢想反魂丹之:,ji:
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産物卜印ハ立山之山物之葛之事·

定宿ハ箱入一ツヅツ外二少々袋入一ツヅツ

ー丸卜印汀銅十疋之i]
f

.ニ丸ハ弐百文之:JJ:也

I此印ハ硲箱入之産物也

御札招候'j:f:

渡序札ハ中丸半紙二て供：
―

JJ

大牛玉ハ上八寸紙二て供?J;:

守ハ上杉原紙二て供;ni:

大札ハ杉原紙二て供-'J
f

.

さて柏那I嵌A によると 、 吉祥坊衆徒が柏那に頒布した設符 JI)の種類は牛玉宝印、 i要I令

供裕札、 御守設の御守、 立山秘法供養 札で、 廻柏地区ごとの各護符の頒布枚数は第4表

に示す と おりである。柏那場の各地区ごとの頒布数を合社すると 牛玉宝印は271枚、 設

序供投札は274枚（そのうち6 枚は士こ日設序供養の設符）、 御守函の御守は125枚、立山

秘法供投札は10枚で、 さらにそれら 全ての合社枚数は680枚である。ただ、 校那根には

各種設符の頒布価格が品されてい ないので、 設符の頒布による収益 は明ら かでない。

なお、 設序供投 と その設符 を購入した松那のうち大村屋岩兵衛（第3表No. 012)、 玉

川必太郎（第3表No.084)、 坂井屋宮三郎（第3表No.085)、 林花党安五郎（第3表No.

087)、 木屋三治郎（第3表No.102)、I嶋屋文吉（第3表No.107)の 6人は、 通＇常の凌序

供養の設符 ではなく、 長日設床供養の渡符「（梵字）立山長日設序供淵迎出世子孫繁昌

飲 芦研窟吉祥坊」を購入している。 その他、 松平相校守上屋敷の長谷川文之助U5 3 

表No.134)は戌年（嘉永2年か、 または文久 2年）に13歳と なり、 寿命長久の祈梼を受

けている。 また本多美磁守J::.匝放の浅見祁治（第3表No.183)、 四谷内藤新宿の高柏屋

う爾助（第3表No.262)、 四谷内藤新宿の辰村｝至勝太郎（第3表No.264)の 3名は 御娼屯

寿命札を期入している。

ところで、 吉祥坊衆徒泰順は元治元(1864)年5月に、 大名小路本多美菜守家中の小

崎六三郎から 血盆経の版木2 枚（冨山県［立山栂物館］所蔵）を寄進されているが、 柏

那板Aの内容を見てい＜限り、 血盆経の頒布に関する記載や、 さ らには経帷子の頒布に

1対する品叔は全く見られ ない 。 後述するよ うに、 宝泉坊においては血盆経や血脈、 経帷

子 などは勧進収益の中核をなす煎要な物品であっただけに、 同じく江戸を柏那楊として

廻松配札活動を行っていた吉祥坊が、これらの物品を頒布し なかった理由については、
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今後検討していく必要があろう。

ー方、福泉坊についてもわ兌那l販のも忙那名の上に「i要序札」、「木札J、「初」などと目印

で記載されており、護庶札や木札を頒布していた こ とが確認できる。 ちなみに設序札は

江戸では頒布されていない。 木札は3人の柏那に頒布されている。 ー方、柏那名の下に

も「紀」、「阿」、「加」、「越」と目印が品載されているが、 これらが具体的に何の 頒布を

示しているの かは不明である。 ちなみに「紀」 が品載された船那は 1 名であり、 また

「加」が品載された柏那は23人であるが、その うち 7 人に2個ずつ記載されており、 合

・計30個記されている。 こ れらの金額についても全く不明である。

(2)血盆経の頒布

宝泉坊の 元治2 (1865)年の江戸の松那廻日記には巻末に血盆経科が記載され、 それ

によると頒布件数は50件で、収入総裔！は 6両2分2朱403文である。 1 件あたりの 料金

を見ていくと136文かその 2倍の272文が圧倒的に多く、おそらく血盆経 1点につき136

文が基本料金だったと考えられる。 それでもなかには654文や972文、 412文などの金額

も見られる。

ー方、明治元(1868)年の 同坊の江戸の柏那廻日記「松那廻日記 越中立山夜泉〔以

下欠損〕 明治元戊辰歳仲冬（梵字）吉〔以下欠担〕」の 巻末にも血盆経科が記載され、

それによると頒布件数は56件で収入総額は 5 両2分と銭1 0買480文であった。 なおその

うち3両1 分は松平和泉守関連の板那たちに頒布して得た収入である。 この柏那廻日記

においても、なかには544文や金1 00疋といった料金が見られるが、1前述と同様に 1 件あ

たりの 血盆経科は136文かその 2倍の272文が圧倒的に多い。

(3)経帷子の頒布

宝泉坊の 元治2 (1865)年の江戸の柏那廻日記には巻末に「丑年経衣約述‘此」 が記叔

されている。 それによると国許から186枚の 経帷子を持参しており、 松那場での頒布状

況は北前の予約分として72件で1 57 枚を頒布し、 その他、予約なしで頒布した経帷子は

1 6件22枚で、 こ れについては余り物として代金を徴収していない。 結局、 総数123件で

1 79枚を頒布し、総額65両 1 分を得ている。 なお同柏那廻日品には「来ル寅年帷子約速

筵」も記載されており、72件で総数86枚の予約が入っている。

ー方、宝泉坊の明治元(1886)年の江戸の板那廻日記「柏那廻日記 明治元戊辰歳冬

（梵字）吉日 〔欠担〕舎」によると、同日品の巻末の筵から同坊が経帷子については7 7

枚を頒布して30両2分の収入を得ている こ とが確認できる。

また、宝泉坊の もう 1冊の明治元(1886)年の柏那廻日品「柏那廻日記 越中立山窃

泉〔以下欠担〕 明治元戊辰歳仲冬（梵字）吉〔以下欠損〕』によると、「来午年御帷衣
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謡」として60件で76枚の予約が入っている。

以上の内容から、 宝泉坊は例年おそらく80枚前後の経帷子を頒布し30両前後の収入を

得ていたと推測される。 元治2 (1865)年の楊合については、例年とは異なり、 同年だ

け何らかの理由で特別な勧進活動を行わねばならず、強いて注文をとりつけ頒布枚数を

増やしたのであろう。

(4)売薬反魂丹の頒布

宝泉坊は廻柏中、時折求められて反魂丹を領布している。 同坊の元治2 (1865)年の

江戸の柏那廻日記によると、同坊は同年3月26日に 江戸銀座4丁目人形）至久松宅に宿泊

し、その際、布柏血脈代として300文、血盆経代として 2朱、反魂丹代として300文を徴

収している。

ー方、古祥坊においては、反魂丹は澁符とともに収益が期待できる巫要な頒布品であっ

た。吉祥坊の柏那楊の各地区ごとの御拶想反魂丹の頒布数は第4表に示すとおりである。

柏那転には御夢想反魂丹の頒布について、一袋につき「・」の印で示されるが（ちな

みに二袋だと「・ ・」）、 各地区ごとの領布数を合社すると476袋となる。総数312人の柏

那のうち、御夢想反魂丹を）[/,� 入したものは204人 であり、秋那の約 3分の2 が反魂丹を

購入したことになる。購入者については一人当たり 2. 3 袋を賄入したことになる。 ただ

柏那板には御歩想反魂丹の頒布価格が記されていないので、それによる収入は明らか で

はない。 そこ で前掲の宝泉坊の柏那廻日記に記載の反魂丹代 金300文を甚本料金として

換符すると、204庫子で 約15両程となる。

b 祈祷奉仕による勧進活勁

(1)廻向料・別祈祷料

宝泉坊の元治2 (1865)年の江戸の板那廻日記には谷末に「別祈梼井廻向布施受納謡」

が品載されている。 それによると件数は66粁で27両1分1朱412文の収入を得ている。

また燦応3 (1867)年の江戸のも兌那廻日記からは廻向料の総収入を鋭うことが できない

が、件数は148件で 1朱や 2朱、100疋、100銅などの金額が見られる。 さらに 、明治元

(1868)年には、同(1868)年の江戸の板那廻日 -,:c r 板那廻日記 明治元戊辰歳冬（梵

字）吉日〔欠担〕舎」の巻末の筵や、同(1868)年の別の一冊の板那廻日記「松那廻日

氾 越中立山貨泉〔以下欠拓〕明治元戊辰歳仲冬（梵字）吉〔以下欠拍〕 Jによると、

112件 で14両2分21't400文と、他に松平和泉守に対する祈祷科 5両と同氏からの拝領金

7 両を加え、合わせて26両2分 21't400文の収入を得ている。 なおこの2 illrの杭那廻日

品に掲叔された廻向科については、時には 1朱であったり、 2朱、守銅200文、100疋か

ら500疋 であったりと様々である。
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ー方、吉祥坊の場合については、江戸の板那場の各地区ごとの仏前への廻向の件数は

第4 表に示すとおりである。各地区ごとの祈梼件数を合社すると163件となる。 ただ、

柏那販Aには仏前廻向の料金が記載されていないので、それによる収入は明らかではな

ぃ。 なお仮にここでは廻向料を一律2朱と低く見釈もって、163件で約20両程となる。

(2)日月茶牌料

日牌は 1年問の毎朝の勤行時に必ず名前を呼び上げてい＜ことで、月牌は祥月命日ご

と 1年に12回の勤行のときにそれを行うこと、茶牌はお参りに訪れたときだけそれを行

うことである。

宝泉坊の元治2 (1865)年の江戸の柏那廻日記によると、同坊衆徒は同(1865)年に

は日月茶牌料として14両3分3朱の収入を得ている。 また明治元(1868)年には、 同

(1868)年の江戸の板那廻日品「柏那廻日記 明治元戊辰歳冬（梵字）吉日 〔欠担〕

舎」の巻末の此によると2 1両3分2朱の収益をあげている。 なお、この枕那廻日品に記

載された日月牌料については、時には月牌料が2両であったり、或いは月牌科l両と位

牌の代金l両を合わせて2 両であったり、世話人 である永井太之丞（第1表No.278)に

対しては10疋であったりと様々である。

これについて宝泉坊の疫応3 (1867)年の江戸の栢那廻日記からより具体的な実例を

あげると、例えば長沢屋藤七（芝田町2丁目）が月牌料として 1分2朱を、松平和泉守

梯御奥老女梅尾が15両を、寺応闘蔵（小石川御掃除組屋敷）が二人分の日牌科として2

両を、小林金平32) (下谷中御徒町）が日牌料として 1分を包んでいる。

また、日月牌に永代施餓鬼供養を付け足す楊合も見られ、例えば伊勢I至三郎兵（牛込

原町2丁目伊賀町入口足袋店）は月牌科に永代施餓鬼供養科を付けて10両を、上総栓久

右衛門（千住小塚原）は月牌科として 1両と永代施餓鬼供養料として2両の合わせて3

両を包んでいる。

この他、九鬼長門守の屋敷内に居住する「者せ」は、日牌料と永代施餓鬼供投科とし

ての10両と位牌の代金として 1 両2分の合わせて1 1両2分を包んでいる。 ちなみに同女

に宝泉坊を取り次いだのは世話人である永井太之丞の身内の善殊院である。 九鬼長門守

の屋敷では「者せ」の他に2名の者が5 両と3 両で日牌を依頼している。

c 祠堂金の受納による勧進活動

(1)初穂料の受納

宝泉坊の炭応3 (1867)年の江戸の松那廻日記によると、同独面に記載された初穂科

の受納件数は209件である。 1 件あたりの徴収金額は 1朱、2朱、300文、100疋、300Jl,J

などと様々だが、 1朱を包む柏那が比救的多い。 なお初穂料による収入総領は品されて
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いないが、板那各家の金頷を合討すると16両1 分2朱1 70 0文4400疋420 0銅となる。 それ

ゆえ、 1粁あたり平均すると1. 25 朱 8 文21疋20銅を包んでいることになる。

ー方、吉祥坊の江戸の板那場の各地区ごとの初穂収入は前掲第4表に示すとおり であ

る。柏那板には 一丸だと「ー丸」の印で示されるが （ちなみに 2丸だと「二丸」）、 各地

区ごとの収入を合計すると278丸(2780疋〔2780 0文は約7 両〕） である。 初穂科を寄進

した柏那は312人中、183人である。寄進した松那については平均1. 5丸を寄進したこと

になる。収入の多い区域は当然ながら日本柏・京祇．麹町 ・南塁島郡などの柏那数の多

い区域と 合致する。

さらに、福泉坊も江戸の板那場で2名の柏那から初穂科を受納しているが、 それらの

金額については柏那板には全く記載されず不明 である。

(2)各所奉加

宝泉坊は元治2 (186 5)年に限って、 その目的は明らか ではないが、極めて大がかり

な奉加を行っている。

同坊の元治2 (186 5)年の江戸の柏那廻日品の券末には「奉質等染高'.\迄」として、大

名家や新吉原をはじめとする柏那たちからの奉加による収入 を記載している。 それによ

ると、御本丸分で21両2分3朱と銀子24 包、芸州様（松平安芸守）分で白銀1枚と 8 両

2分2朱と銀子 5 包、三田有馬様（九鬼袋門守）分で白銀 5枚と18両1 朱と銀子1 9包、

紐州梯（祀伊和歌山湘主）分で4 両1 分1 朱と銀子 l包と行銅208疋、 尾ヽ1-1、I様（尾張溜

主）分で 7 両3分2朱、加州様（加質藩主）分で2両2分3朱と銀子 2包と守銅48疋、

永井太之丞梯分で3両3分1 朱と守銅1 50疋、川越大和守様分で1 両3分と銀子2包と

杏銅112疋、讃i-1、|高松様分（松平讃岐守）で2両1 分2朱、碩岡邑村院様分で4 両3朱

と銀子 1 包を寄進されている。 そして以上の総額は換金して8 7両2朱と白銀1枚、 銀子

3包、�·了銅112疋となる。

また、松平和泉守様分で 9 両2分3朱と他に無杏衣・大五條改白、松平河内守 で11両

1 分l朱と他に簾衣 ・ 五條袈裟衣の 2枚の 寄進 をうけ、この二人分を合わせて20 両3分

3衣となるが、さらに、新吉原別戟分で2両3分3朱、 本翡長分（一般の松那各氏からの

奉加）で201両3分l朱25文、 その他、寄進者は記載されていない 分で314 両374文の寄

進をうけている。

以上の全ての金額を合叶すると、大 名等の奉加による収入は626両2分2朱39 9文と白

銀l枚及び衣 3枚となる。

さてこうした 一連の奉加のうち、松平和泉守や松平河内守のように大名自身と師杜ii刈

係を結んでいる楊合は、宝泉坊自身が届敷を訪れた際にI的接奉加を求めているが33) 、 そ
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の他の各大名家との仲介役を担っていたのが永井太之丞（本郷御弓町、 第1表f\o.278)

と芳苦院（永井氏裏方）、 そして芳苦院とは、 おそらくともに御本丸大奥に仕えて密接

なl¼l係にある遡殊院（大奥俗名リヲ、 同女の位牌の戒名は御本丸善殊院智脊妙迎真了大

法尼） であった3'1 。

元治2 (1865)年の江戸の松那廻日品の 4月 4 日の条には、「四月四日 永井太之助

様江参殿。昨年別岱勧化戟、 芳善院様へ相覇岡：候誕、 善殊院様等江御出シ之上、 御本丸

始、 磁ヶ関在州様、 三田有馬様、 紀州様より品軟被為下度候、 別冊通リニ候。 冥加至極

之義二御座候。」と品載されている。

また、 御本丸分については沢田I至仁兵衛（深川北六illf下ノ柏、 第1表No.023)や深谷

左源太（湯島姦訟寺前） らもI処与していたようであるよ） 。 さらに、 宝泉坊の一 連の柏那

板には杭那としては記載されておらず、 その身分や住居は明らかではないが、 顧岡頼低

と邑村院の二人が仲介者となって川越大和守の妾に勧化板を出している36
: 〇

d 涵による勧進活勁

(1)御絵伝（立山妥荼羅）招講

宝泉坊の元治 2 (1865)年の江戸の柏那廻日記より、 同坊衆徒が日頃の廻柏配札活動

のなかで迎日各地の柏那たちに招かれ講を佃し、 その際、 立山姶荼羅を絵解きして勧進

してたことが確認できる。

同板那廻日記の日氾そのものの部分から招謡及び立山及荼羅 の絵解きに関する記事を

見ていくと、 3月13日に相校国高田村の赤間伊兵術宅で（御父荼羅散銭として520文を

得ている）、 3月26日に新宿久兵衛l"J宅で（御絵図ヲ懸けん）、 3月26日に瀬田村利蔵宅

で（御絵図散銭として500文を得ている）、 4月24日に本所仏低庵（第l表No.201)で37)

（御絵図弘迎）、 5月19 日に牛込来迎寺（第1表No.247)で（御絵佃弘通）、 7月 7 日に

河内辰邸兵衛宅で（立山様懸ける）、 それぞれ招講を催し、 立山此荼羅を絵解きして勧

進活動を行っている。

なおl司柏那廻日記の巻末に招謡の1井11韮状況が「御絵l吝1招謡1迄」として一括して，氾叔さ

れているが、 その内容は第 6表に示すとおりである。 ただこの筵害には祠泣金領が全く

品載されず、 招講による総収入は明らかでない。

ー方、 明治元(1868)年の江戸の柏那廻日品「村，！那廻日品 越中立山貨泉〔以下欠担〕

明治元戊辰歳仲冬（梵字）吉〔以下欠担〕」の券末に「御絵偲様脊銭j:註法待」として、

越後国頚城の西尾三郎右衛門をはじめ仏低庵38) や左官ゞ�:之助” （第l表No.255)など9

件が記載されているが、 その中に1闘730文（西尾三郎右衛門）や11't860文 （左官必之助）、

11't500文(1!悧至偲四郎）、 914文（土浦蔀南六軒堀の山本元悦） などの金領が見られる。
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第6表 芦11餅寺宝泉坊の招謡勤修状況（宝泉坊の元治2年の江戸柏那廻日品より）

勤 伶 期 日 勤作扱那宅 住 所 第1表掲載番号

4月16日 拙田屈近衛l"l 住所未，洋

4月24日 仏対庵 北木所馬場町 第1ぷNo.201

4月24日晩 小宮山利助 牛込御門之内土手四番町

5月 8日 石井徳左衛門 谷中の先、 三浦志摩守辰敷

5月10日 中川典四蔵 稲菜丹後守兄敷

5月19日 来迎寺 牛込高田馬場下 第1込No.247

5月20日 寺鉛円蔵 小石川御掃除組尿敷

5月21日 枡足典七 小石川伝通院前
5月22日 三笠平兵衛 小石川御門内松平讃岐守中屎放

5月22日 宮沢 之助 小石川同心町

5月23日 中村六之助 小石川御l"J内松平讃岐守中屎敷

5月24日 丸屈恐滋 小石JII仲町

5月25日 飯沢庭作 小石JI! 磁近町、 御坊主衆

5月26日 市村半内 飯山藩本多相校守中足放

5月27日 相模屈佐平治 小石）11伝通院111/

5月28日 ；応屎 いずれの応松か判別できず

l児5月 3日 加賀尻嘉助 牛込赤城下五軒町

l閲5月 4日晩 伊勢兄召兵衛 麹町13丁目、 米店

l図5月 5日晩 丹波呂源兵衛 牛込改代町

脳5月 6日晩 大村源次郎 住所未，洋

l固5月 7日 左 ·L?m姿 牛込馬場下片町

閏5月 8日晩 �i岡・邑村院 住所未詳

11�5月13日 江坂卜庵 没J店広小路日llj'J院地内

I図5月13日 小口屈幸吉 深川西平野町、 大工

l図5月16日 柏木屎按吉 住所未，洋

l閲5月17日 左·i;:·:g之助 而本郷石原町梅堀 第1表No.255

i図5月19日 太田屎召太郎 本所松井町2丁目、 薪1�1足

凶5月21日 伏見足政左衛l"J 木場三好町

閏5月30日 太田屎喜三郎 本所松井町2丁目、 薪1閲屈

6月 1日晩 太田吊徳兵衛 本所松井町2丁目、 餅1g1n1.

6月10日 紺屎石五郎 深川届柏

6月15日 三河栓文七 桜田伽1liJ町

6月16日 太田屈煎兵衛 住所未詳

6月17日 大沢氏 いずれの大沢氏か判別できず

6月18日 大坂屎忠兵衛 芝井町

6月20日 松平市正 外桜田松平河内守兄敷 第1表No.129

6月28日晩 永井太之丞 本郷御弓町 第1表No.278

凡例 ー. fuJ表は、 宝泉坊の元治2年の江戸梃那廻R;氾 r校那廻勁帳 越中立山宝泉店'i合
担元治二乙丑星正月（梵字）吉日』（芦絣寺雄山神社所蔵）の忍末の「御絵図招
講立」の内容を示したものである。
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e 芦絣寺各宿坊の勧進方法に見られる個性

江戸に柏那場を保有する芦耕寺各宿坊の勧進方法の有り様を見ていくと、 それらは全

てが共迎してい るわけではなく、 各宿坊ごとに得意分野があるようである。

吉祥坊の勧進方法は牛玉宝印や澁序札、 守波札、 木札などの澁符類の領布と仏前廻向

を主体としている。 こうした勧進方法は、 例えば、 三河国を柏那場とする苦迫坊をはじ

め、 他の宿坊の勧進方法に被も多く見られるオ ー ソドックスな形態である。 ただし、 し

いて吉祥坊の勧進方法の特徴を指摘するならば、 売薬反魂丹の頒布を栢極的に行い 利益

をあげている点である。 なお、 宝泉坊も板那先で時折反魂丹を頒布して いるが、 それが

勧進活動において中核的な頒布品だったわけではない。

福泉坊の勧進方法も吉祥坊のように殴符頷の領布を主体としている。

ー方、 宝泉坊の勧進方法は、 吉祥坊や福泉坊の勧進方法の形態とは異なっている。 宝

泉坊の勧進方法は祈祷奉仕と各種奉加を主体としており、蘭lj次的に牛玉宝印などの汲符

類を頒布するといった形態である。 宝泉坊においては、 設符類は江戸郊外では一応商品

として、 名主に依頼し組描的に各柏那に頒布したが、 江戸御府内では、 世話になった柏

那宅で御礼の品として配布したり、 師柏関係を結ぶ大名に献上したりする、 いわば粗品

的な娑索が強かった。 この他、 宝泉坊の勧進方法の特徴としては、 前年の予約に基づ＜

経帷子の大：;, し頻布や、血盆経・血脈などの女性救済に関する品々の頒布があげられる。

さらに、 連日のように各柏那宅で行われた招講の形態は、 浄土冥宗の在家宅で俯侶を招

いて勤修される報恩訴の形態を初彿させる。

2.2.3 勧進活動における運営的側面

a 土産の持参

宝呆坊の元治2(1865)年の江戸の柏那廻日記より、 同坊衆徒が廻柏配札の際、 現地

での世話人の柁那やそれに準ずる板那、 或いは廻板中特に世話になった杞那、 その他大

名屋敷の大名やその取り次ぎの家臣及び女中方、 有力寺院の関係者などに、 土産として

今川柏長井長右衛門方で仕入れたうづ飴、 硲袋、 ぜんまい （袋入り）、 神奈川の亀の甲

せんべい （袋入り）、 盃、 茶、 ちんね訳け、 足袋、 団扇、 蛮茸などを献上して い たこと

が確認できる。

また明治(1868)元年の江戸の板那廻8記「松那廻日記 越中立山衣泉〔以下欠担〕

明治元戊辰歳仲冬（梵字） 吉〔以下欠担〕」によると、 同(1868)年に別格の柏那で

ある松平和泉守の屋敷を訪れた際には、 土産として葛、 椎茸、 砂柏、 茶菜子、 紙水引、

岩茸などを用意し、 しめて1両2朱51't442文を追ってい る。
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ー方、 吉祥坊も板那場滞在中の宿として特別世話になる柏那（廻柏配札の際には起点

となる。）や仏具などの諸品の寄進者、 大名屋敷などへは、 土産として立山の葛を持参

した。持参状況は第 7 表に示すとおりである。

第 7 表 江戸の柏那場における芦絣寺吉祥坊坊のt:N那への土産の持参状況

【立山の硲J

校那名 掲載 布

玉兄勝四郎 001 

木問椛殴劫 002 

横山久左衛1'1 004 箱

建部源左衛l"l 008 窟

大岡朔久 011 

伊勢足久治郎 014 窟

相模屎丹治郎 022 宿

遠州屎滋兵衛 026 

住吉屎久治郎 028 

淡路兄伊助 031 祐

岡部苦右衛l"J 037 硲御殿札取次

平松屎藤助 11 3 中ノ淑木魚之御世話方

栢屎市兵衛 114 木魚御世話人

三河屈参右衛門 170 

渡辺吉右衛l"J 182 

困領正太郎 201 

本多災泊守 213 

小尾直治郎 237 紺

三河足七郎右衛l"J 287 

（硲箱l

校那名 I 掲載 宿

釘呂助八

三河性忠七

0571葬

163 

住 所

江戸去二番町

江戸表二番町

市谷御門之内

飯田町二合半坂下

神田小川町広小路

芯岸島本淡町1丁目

�)..;! 品本淡町

は比岨窪ぬ町火見之下

抱島町河岸通り

::.IP. 島南新堀1丁目大川端

松平相模守様御中兄敷

尾張町1丁目

尾張町新足

俎町8丁目

迦町10丁目（尾張殴御家中）

牛込神楽坂中程

駿河台鈴木町

本多災氾守様 本郷森川加州様表御門Iiり通り

下町

住

京柏弥左右衛l"l町

麹町平河天神下

所

該当区

迦町区

俎町区

俎町区

廷町区

神田区

京栢区

京栢区

京梃区

日本栢区

};(栢区

日本祇区：

涼湘G区

京栢区

泡町区

泡町区

牛込区

本郷区

神田区

南翌島区

該当区

京低区

姓町区

凡例 ー. luJ表は、芦餅寺吉祥坊の磁永元年の檄那帳『御祈祐梢那板I I申淑八月古日J (芦絣寺雄山神社
所蔵）に掲載された内容を解砒し、 それに基づき、 特に授那への土旅の持参状況を示したものである。
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b 勧進収益の預け入れ

宝泉坊の元治2 (1865)年の江戸の柏那廻日品の咎末には「御初枇等預ケ筵」が品叔

され、 それによると 3月27日より7月7日まで、 1回につき 3両とか 5両、 或いは10両

とか15両といった金額を14回にわたって本舟町の長沢屋由松（第1表No.003)に総額90

両141't500文を 預けている。

また。明治元(1866)年の江戸の布:'i那廻 日品「柏那廻日氾 越中立山貨泉〔以下欠拍〕

明治元戊辰歳仲冬（梵字）吉〔以下欠拍〕」にも 、 その末尼に「御初穂預ケ‘此」とし

て「二月廿七日 一金五両預 長沢屋l剖家江預ケ、 三月廿二日 一金五両預 J;iJI且l家様

預ケ」と見え、 やはり初穂料などの収益はある程度の金額になると袋沢辰由松に預けて

いる。

c 江戸滞在中の支出

宝泉坊の江戸滞在中の諸経費について は、 宝泉坊の元治2 (1865)年の江戸の桁那廻

日記の谷末に「江戸二而小懸筵」として記載されている。 それによると 3月 9 日から 7

月14日までの支出総領は82両1分2朱290文である。

その項目には宿泊費や食投、 迫方に移動するための旅費なとを はじめ、 それ以外に法

華経1分(2朱250文・1分2朱）、 陀羅尼(100文）、 祝洞(440文） 、 御幣3袋(2朱150

文） 、 位牌彫(200文）、 焼明Jl[l(350文）、 鉦(2分72文）、 勧化板( 1朱）、 吉｝以謡中転

面(1分） 、 寺軋切氏位牌分(2分1朱）、 大硲(2両）、 供物(2朱）、‘常花2本(1両 3

分2朱）、 産砂l服( 3両l朱116文）、 白衣1 枚(2分 1朱）、 論袈紗衣 (2分2朱209

文）、 紋付帷子(1両 1分） 、 丸帝l筋(1分）、 下常2筋(750文）、 足袋2束(940文）、

下駄1束(370文）、 雨合羽1 枚( 3朱）、 傘1本(11閉630文）、 椎茸(424文）、 寒天(2

00文）、 紙(56文） 、 美裟紙 1尺8寸(360文）、 ホ3本(212文） 、 扇子1本(333文） 、 其

栄党久八への風呂敷(2朱1分）、 ).Ji (400文·224文）、 きんちゃく (200文）、 火打石

(500文）、 箸71飴(700文）、 松ヤニはんだ(150文）、 剃刀1挺( 5丸 5分）、 脱羽紋11枚

(1朱200文）、 新芥画(100文）、 絵28枚(1朱）、 朱丹(100文） 、 綿(1両）、 白木綿2

反(1両）、 本紅綿(22丸2分）、 紺綿2尺(13丸2分）、 京綿布地( 3分2朱）、 手織l

つ (232文）、 綿中入100枚(1両3分）、 月代入楊(100文·200文）、 根岸での芝居見物

(56文）、 見せ物見物(34文）、 寺院等への祠幽金（不動将'.1分 3朱）、 仕立打(150文）、

渡辺氏駄箕( 3朱124文）久八日恥共(600文）、 荷物1包51'tl00目の送科( 31閃506文）、

木魚彫賃( 6丸） など、 様々な股用が見られる。

また、 宝泉坊の疫応3 (1867)年の江戸の柏那廻日記の咎末にも「江戸二而小懸」 と

して·,記載され、 それによると 支出総額は47両3朱29文である。 その項目のうち、 前掲に

44 



脳エ 充／近世硲末）月の江)=iにおける立山1J仰

見られなかったものをあげると羽織袴(2分1朱）、股引(3 l'.t600文）、脚半( 1分）、

提灯2体(1朱200文）、針子30(1分276文）、厨子 1つ(3朱）、経典(2朱）、のり入

1枚(404文）、のり入 2枚(5 丸）、のり入 3枚(1貫文）、芋皮 2筋根(1分3朱）、

柿の皮(16文）、飛脚箕(11切560文）、髪結代(72文）、按庶賃(164文）、などがある。

さら に明治元(1868)年の江戸の板那廻日品「松！那廻日品 越中立山夜泉〔以下欠担〕

明治元戊辰歳仲冬（梵字）吉〔以下欠担〕」の巻末にも、「諸造用萬筵」として品載さ

れ、それに よると支出総額は22両2分120丸 1分57買754文である。 その項目のうち、前

掲に見られなかったものをあげると水引、菜子、砂祀、酒代、煙．窄、裕香、葛、マタタ

ピ、岩茸、洗櫂代などがある。

d 廻桓配札活動による1シーズンの収益

宝泉坊の元治2 (1865)年の江戸の杞那廻日品から、記載のある金額だけ を対象とし

て、宝泉坊の同年の廻柏配札活動における収入と支出を見ていくと、収入としては、各

所奉加が626両2分2朱399文と白銀1枚及び衣3枚、別祈祷科・ 廻向布施料が27両 1分

l朱4 12文、日月茶牌料が 14両3分3朱、血盆経料が 6両2分2朱403文、経帷子料が65

両1分があげられ、これら を合社して740両3分1214文と白銀1枚及び衣3枚となる。

支出は、江戸における澁造用（江戸滞在期間のみ） が82両1分2朱290文である。

収入から支出を差し引くと658両1分2朱924文と白銀1枚及び衣3枚とな り莫大な金

額であるが、ただし宝泉坊の元治2 (1865)年の勧進活動は、その目的は 明らかではな

いが、通常は行わない渚大名家への奉加が見られ、その収益金が収入の大半を占めてお

り、その年だけ は特異な 勧進活動を行っていたといえよう。

ー方、宝泉坊の明治元(1886)年の江戸の松那廻日記「柏那廻日記 明治元戊辰歳冬

（梵字）吉日 〔欠担〕舎」の巻末に筵えとして次のように品載されている。

‘•ヽ,.

兄

一金拾四両弐分卜弐メ四百文 廻向料•

一金 弐拾壱両三分弐朱

一金五両

一金七両

一金三拾両弐分

一金 弐両堂分ド十メ四百八十文

日脚両

和泉守梯御祈梼科

御拝領御力料

帷子料• 七十七枚

一金十三 両弐分弐朱 卜八メ 弐 百三十文 西尾分

七ロ メ金百 弐両三分卜弐 拾心メ百十二文 卜也
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外二御初穂等之阿リ

万端指引

金六拾四両弐朱 持山（参）リ

これによれば、 宝泉坊は明治元(1886)年には初枇科を含まない収益ではあるが、 64

両を芦朗寺に持ち帰ったことが確認．でき、 これが宝泉坊の廻柏配札活動による本来的な

収益であると考えられる。

ところで、 宝泉坊や吉祥坊など、 大都市江戸で廻柏配札活動を行った宿坊については、

柏那衆の経済的水準が一般的にj',;j <、 また初穂料や祈祐料は全て金納であり、 勧進収益

は比較的安定していたと考えられる。 しかし、 芦餅寺各宿坊の勧進状況を総体的に見た

場合、 その大多数がどちらかといえば晶国の；此村・山村・漁村地域を基盤として柏那場

を形成しており、 全国的に不作の年は廻j:i;'-,i配札活動にもその影特が及び困窮せざるえ な

かった。

其体的な例として、 嘉永4 (185 1)年に芦朗寺が加質落寺社奉行所に宛てた苫付,a: に

よると、 各宿坊は冬期（嘉永3年の冬～）の自他国での柏那配札廻りに対し他昔をして

準価を整え、 その時期が来ていざ廻柏配札に出 かけてみると、 世上一円か不作のため松

那場では施財の志も皆無で日々の造用にも困るといった状況で、結局赤字を出してしまつ

たという。 その際、 例年廻柏配札活動に出かけた衆徒たちは4月下旬から 5月中旬に帰

山するところ、 当年は杭那瑞でも配札や宿泊を断る家が過半数で、 各衆徒はしかたが な

く早春に早々と帰山してきたという。

おわりに

以上、 近世硲末期、 芦隙寺宿坊衆徒が江戸のも忙那楊で行った廻柏配札活動の描造に つ

いて分析· 検討を試みたが、 最後にその特徴を若干指摘したい。

嘉永期の吉祥坊と宝泉坊の柏那総数はそれぞれ3 1 2人と369人で、 平均すると約340人

である。仮に実相坊と相栄坊も同規校の朴：｛那場及び柏那を保有したとすると、 4宿坊の

柏那総数は1.360人である。 さらに福泉坊のように江戸に隣接する武蔵国 に柏那場を保

有するかたわら、 江戸にも若干のも兌那を保布する場合が見られるが、 こうした事例は上

総• 安房を柏那場としたと伝えられる玉泉坊にも該当 すると想定され、仮にそれぞれの

村，i那数を25人ずつとして考えると50人で、 先述の4宿坊の1.360人と合わせると1.410人

となる。 嘉水期に江戸の板那場で芦餅寺宿坊と師柏関係を結んでいた柏那は大凡これ＜
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らいの人数であっただろう。

なお、 ）必応2 (1866)年の宝泉坊の江戸の柏那板に掲載された柏那総数は536人で、

嘉永期よりもかなり培加している。 おそらく硲末には、 各宿坊の枕那総数は年々培加し

たものと考えられる。仮に）必応期に江戸を廻柏した4坊が全て500人の板那を有したと

すると、 当時の江戸の柏那給数は2.000人程になる。 各宿坊の柏那総数が300人から500

人ぐらいであることは、 大凡この程度が、 1シ ー ズン中にそつなく廻るには適当な人数

だったのであろう。江戸を杭那場とした場合、 前衆で指摘したとおり、 対象人数はこれ

だけでもそれ相応の収益があった。

さて、 芦餅寺衆徒は末社を勧諮して信仰囮を拡大・維持してい＜形態はとらず、 あく

までも衆徒と現地の松那との直接的な触れ合いの中で手堅く立山信仰の信仰［を1を拡大し

ていった。特に江戸を柏那揚とした各宿坊においては、 前述のごとく柏那場が極端に拡

大し過ぎることはなく、 廻板可能な範囲の板那数を維持しているようである。そしてそ

れは、 やはりただひたすら立山信仰を広く布教さえすればよいといった教線拡大を中心

とした考え方ではなく、 むしろ確実な柏那場の維持とそれによる収入源の確保が第一義

であった。 それゆえ100万人をはるかに越える江戸の人口のうち数千人ばかりではある

が、 芦餅寺衆徒の毎年定期の勧巡活動によって、 がつちりと心をつかまれた村，！那衆各個

人への立山信仰の裟透度はかなり深いものがあったといえる。

ところで今回本府はでは、 近世硲末期、 芦餅寺衆徒が江戸の柏那場で行った廻松配札活

勅の構造について検討を試みたが、 実相坊と相栄坊の実態については全く触れていない

ので、 江戸の松那楊全てを見迎したわけではない。 また、 経済的な面の考察については、

越中から江戸までの道中を移動する際に必要な孟経投や、 この間にも若干の松那場及び

布:-,;那が存在するわけで、 その分の収入や支出については全く考慰することができず、 大

づかみでは廻柏配札活勁の規模を指摘したものの、 いささか緩慢な内容となってしまつ

た。 さらに硲末期といった特定の時期しか対象とすることができず、 江戸時代各期にお

ける各宿坊の柏那場の規模や入り組み状況、 柏那構成など、 柏那瑞を構成する，渚要素の

展開については全く触れることができなかった。 これらの問題を検討してい＜ことは、

中九那板史料の残存状況からみて、 かなり厳しい状況にあるが、 新たな史料の発掘にもっ

とめながら、 今後の検討諜芯としていきたい。

主
-
l
_
-

c
I

1)延宝3 (1675)年に芦前寺衆徒・神主中が加質溜郡奉行に宛てた書付(「-山旧記
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控」「越中立山古品録IJ所収、18頁、脳瀬減. i凋瀬保編、桂苫房、 1990年） による

と、立山には翡設山と金糸山の両峰があり、かつては峰入修行や柴焙汲［令などの修法

を行っていたが、 それも途絶えてしまったとある。 この記述が物語るように、芦餅寺

衆徒は江戸時代の比救(I勺早い時期に、例えば当時大蜂LI」や出羽三山など各地の霊山で

行われていたような、山中での蜂入などの修験道の修行を行わなくなってしまったよ

うである。

2)「布柏大泄預と白山行事」「白山 ・ 立山と北陸の修験追（山岳宗教叢苦10)」所収、

五米爪、名箸出版、1977年

3)「越中立山女人救済依礼再考」「月刊狂能1992年 2 (特狛死と再生） 」所収、 岩秘．

通明、1992、「布柏罹頓会の変造について一文政期から天保期を中心として」「富山史

坑第113号」所収、福江充、越中史阪会、1994年、「布柏樅m会に関する 一考寮」「北

陸の民俗第11�」所収、福江充、北隆民俗の会紺染、1993年

4)「我が国の擬死再生低礼と立山布柏大羅預会C-1Hi匂） 」菊池武、富山県［立山栂物館］

JiJ査研究報告：苫、1994年、「我が国の擬死再生儀礼と立山布柏大蔀預会（後�)」 菊池

武、窟山県［立山t瑚物館］湛査研究報告：；序、1995年

5)「芦絣寺遡迫坊芯国板那廻りの実態」「窃山史柏 第67号」所収、寺口けい子、 越中

史対［会、1977年、「立山伝仰と勧進」「白山 ・立山と北陸の修験迫（山岳宗教盗苫10)」

所収、日和祐樹、名著出版、1977年

6)芦餅寺衆徒の加賀蒋領国外での廻柏配札活動について、 これまで迎説として江戸時

代後期に芦前寺の38軒(33衆徒. 5社人） の宿坊は、九州から東北に至る日本各地で

柏那楊を形成し、各宿坊衆徒は毎年）此I染］期に例えば日光坊は尾張国、也追坊は三河I卦

といったように、それぞれが持ち楊とする板那楊へ廻板配札活動に出かけたとされる。

そして日本全国を網翠illした各宿坊の板那場の分布1函lも制作されている。 しかし芦餅寺

衆徒が文政7 (1824)年11! 8月に定めた諸国廻柏の定：；界（「語国廻板会得之定苫 立

山廻柏仲間中」 「越中立山古品録IJ所収、123- 124頁、脱瀬減. i凋瀬保紺、桂苦り5、

1990年）には、廻秋仲間中として芦餅寺33衆徒 5社人のうち26衆徒しか辿判しておら

ず、そしてその中に社人は含まれていない。 なお述判していない衆徒は泡泉坊（柏那

場は駿河・相校と伝えられる）、浄光坊（松那場は紀伊と伝えられる）、教順坊（柏那

楊は若狭・丹後と伝えられる）、大乗坊（柏那楊は播底と伝えられる）、一相坊（板那

楊は肥後と伝えられる）、正栄坊（村，！那楊は筑·,),jと伝えられる）、宝珠坊（板那協は出

羽と伝えられる） である。 また、明治2 (1869)年4月、立山芦前束社人から寺社1i;;:

行所へ出願された復飾に関する咬願内（「復飾二付欧顧：；杯願：苫」「越中立山古記録Il」
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所収、271~272頁、炭瀬誠．硲瀬保紺、桂苫房、1990年）に、 「一芦餅他国配札之義

者、三拾八！肝之内弐拾八人、 自分働を以拾五ケ国之内飛々配札、村数桁々相励ミ候符

共、貝家ハ｛菫之ポニ御座候。 其内二も四五人之者ハ、近年造用引負、怠勝二御座候。」

と記叔され、硲末においては38車干の宿坊のうち28軒の宿坊だけが、いずれかの15カ国

を村，！那場として、互いに入り組み合いながら廻板配札活動を行っていたことがわかる。

このように芦朗寺文：一占等の史料に基づき芦隙寺衆徒の廻椋配札活動を再検討した楊合、

これまでの通説とはかみ合わない合f\分も所々出てきている。 今後、芦絣寺衆徒の廻柏

配札活勁を総体的に捉えようとするならば、やはりそれ以前に日本各地の柏那場の実

態について、その地域性も考磁しながら、 より共体的な調査・研究を行っていく必要

があろう。

7)富山県［立山t屯物館］ 所蔵の版木賽料のなかで、「除勉薙」と題し 「立山御娼停供」

などの諸供養の名称や神仏の名称を刻んだ版木の裏面に、沿杏で 「半数四ツ右之 江

戸仲間中之 宜相坊 吉祥坊 相栄坊 宝泉坊」と品されており、江戸時代には芦餅

寺宿坊家のうち、少なくとも実相坊、吉祥坊、相栄坊、宝泉坊の4坊が、江戸を柏那

場としていたことがわかる。 また、疫応2 年の宝泉坊の江戸の杭那阪『東都柏那板

越中立山究泉坊興脈オロ ／妥應二年寅正月日」の末尾に吉祥坊と相栄坊と実相坊の止宿

所が記されいるので、 これらの宿坊家が江戸で廻柏配札活動を行っていたことがわか

る。

8)「立山信仰の源流と変造』309~311頁、佐伯幸矢、立山神迫本院、1973年。

「立山仰徒の布教活動」「立山町史」所収、803~838頁、立山町、1977年。

9)「立山講社の活動ー近代化のなかでの校索」「腐山県［立山t専．物館］研究紀要 席3

号」所収、16~19頁、福江充、、富山県［立山栂物館］、1996年

10)「近世後期における芦隙寺系立山蕊荼紐の制作過程についての一 試論」「窃山県［立

山栂物館］研究紀要 第2号』所収、25頁、福江充、宮山県［立山栂物館］、1995年

11)「市ケ谷牛込絵図」「染約江戸絵図（中巻）j所収、112~123頁、古板江戸図染成刊

行会、中央公論美術出版、1963年

12)「礫川牛込小日向絵図」「梨約江戸絵図（中巻）j所収、116~117頁、古板江戸図集

成刊行会、中央公論美術出版、1963年

13)「由緒害上I阪オロ立山元束神職明冶六癸酉年一月」『越中立山古品録 第3咎」所

収、236頁、It怜瀬誠紺、立山1品J発鉄迫株式会社刊、1991年

14)「,:::;山若イ',�'定苫般芦il�f寺若俯中天保三辰八月吉日」「越中立山古記録II」所収、41

頁、炭瀬誠. ;·.":j瀬保編、桂苫房、1990年
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15)嘉永期に江戸 で廻柏配札活動を行っていた吉祥坊衆徒について、同坊の松那板には

全く記載が兄られ ないが、同坊の歴代衆徒の生没年から推測すると、泰順(J必応4年

没）であっただろう。

16)芦耕寺権教坊の突保3 (1743)年の板那板 r旦那板 笈保三癸亥年九月古祥 立山

権教坊J (芦餅寺雄山神社所蔵）など。

17)「I流行神の諸相 2屈月かけの謹相」 r江戸のはやり神」所収、43-45頁、宮用登、

筑序杏房（ちくま学芸文卯）、1993年

18)松竹梅小盗半面の収納箱蔀材（宮山県［立山
t

如り物館］所茂）。 部材の墨芥より、文

久3 (1863)年 5月、宝泉坊泰音は紺ケ1対の松平安芸守の側至哀町より餞別として松

竹梅小姦半面を寄進されたことが確認できる。

19)窃山市月岡の兵口宗記沿i寺に現存する大奥俗名リヲの位牌。位牌の裏には「御本丸

善殊院智労妙迎貞了大法尼」と記されている。

20)「近世後期における芦絣寺系立山位荼羅の制作過程についての一試論」 r宮山県

［立山栂物館］研究紀要 第2号」所収、22-26頁、福江充、 宮山児［立山栂物館］、

1995年

21)「板那廻勤板 越中立山宝泉桁舎オロ 元治二乙丑品正月（梵字）吉日J芦餅寺雄山

神社所蔵。

「四月八日 松平和泉守様へ参殿。 御幣例歳之御札殿様御奥様分、必も箱御札四枚。

女中方二茶弐服ヅツ指上御目見仕、神前仏崩拝礼いたし候。品5深川大殴様へ参リ、

例歳御札弐枚、幣弐箱二御札四枚、麻変粉；と袋、葛箱壱ツ指上ル。尤大殿様若殿様指

上ル::Ji.。御目見之上御咄し足布候・・：F。外二御政様瀧瀬様御札上ル。桜厖様二も上ル。

女中方ハ茶ヲ上ル。」

「五月十八日 昼後5孟気也 深川和泉守様江御目見仕、神前仏°Jj,j江拝礼いたし、」

隣l五月廿三日 松平和泉守様へ勧化板指上ルi悦候事。」

22)「村，！那廻勁板 越中立山宝泉柘舎オロ 元治二乙丑星正月（梵字）吉日j芦餅寺雄山

神社所蔵。

「五月十四日 外桜田 松平中務土浦様江御札献上。殴様若様奥様御新造様琴姫様

録平様メ六方様分上ル。外二硲心ツ上ル。 御目兄いたし御願申上候。ー金弐百疋、御

奥様方5。1対のロロし壱箱御忠賜。」

「七月三日 天気 外桜田 殻後杵築城主松平中大呻Ill様へ参殴仕、勧化版御格々様

記板被下。」

23)「松那廻勁阪 越中立山宝泉籾舎担 元治二乙丑呈正月（梵字）吉日j芦除寺雄111
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神社所蔵

「同(5月）三日 降リ 吉原講中枡いせ屋方へ、 例歳之通リ匹十五翡千分大札大牛

玉茶心ツ指上）レ.:j;:。 大丸盃十為寄付指上ル・事。勧化帳出シいたし骰候・:F。」

「五月七日 天気 根岸5吉原江配札。松坂屋葛上ル。伊勢安中昼食。」

「東者防'i那I阪 越中立山夜泉坊躾脈拓 炭應二年寅正月B」芦絣寺雄山神社所蔵文

苫

「仲之町中松屋悦居より頼リ付新助引議申候。右新助殿5枡伊勢屋方へ相頼二付富

時世詰人、 田町弐丁目家主九兵衛店又茶足町与申也。枡伊勢屋三四郎殿」

24)「柏那廻勤l阪 越中立山宝泉粕舎担 元治二乙丑品正月（梵字）吉日」芦隙寺雄山

神社所蔵

「四月九日本所佛斑庵5足袋御札上ル。」

「四月廿四日 本所仏母庵江御絵図弘通二参リ、 風呂敷をッ。 居々興脈手掛心筋被

下、」

25)「板那廻勁l販 越中立山宝泉籾舎オロ 元治二乙丑品正月（梵字）吉日j芦餅寺雄山

神社所蔵

「五月十九日 天気 牛込米迎寺迄参筵、 御絵偲弘迎、 布柏供旋成シいたし、 新幡

迎院御11:;_居様江、 御目二懸リ、 勁戒罰候。」

26)『柏那廻勤板 越中立山宝泉栢舎オロ 元治二乙丑品正月（梵字）吉日j芦絣寺雄山

神社所蔵

「四月晦日 相栄坊等々相別シ、 杏状指出シ、 是5芝俯上寺山内大師寮 江参上仕。」

21) r松那廻勤I阪 越中立山宝泉粕舎オロ 元治二乙丑星正月（梵字）吉日」芦絣寺雄山

神社所蔵

「元治二丑正月廿二日出立、 弟子興脈与両人。尤名古屋為真長弐人、 日光泉蔵実相

三学、 左京吉祥福泉宝偲坊等メ十二人中野村二而相別レ。ー金を両弐分卜弐買七百文

路用二出シ。」

28)「柏那廻勁l阪 越中立山宝泉箱舎オロ 元治二乙丑星正月（梵字）吉BJ芦絣寺雄山

神社所蔵

「(4月）本郷永井様芳苦院様江参リ、 例年迎リ御札上ル。」

29)「板那廻勤1阪 越中立山宝泉桁舎オロ 元治二乙丑品正月（梵字）吉日j芦前寺雄山

神社所蔵

「(3月14日）新宿講中、 御札十七1ji;干久右衛門方二預岡候.'.F。」

30) a主21)を参照。
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31)現在、 窃山県［立山他物館］所蔵の版木査料のうち、 吉祥坊閃辿のものには 、 牛玉

宝印「 立山之宝」（哀面に「嘉永四亥年八月出来 夜偲坊老俯様手作 泰順代」の足

：内がある）、 牛玉宝印「立山之宝」（哀面に「立山吉祥坊」と刻字がある）、 凌庶供妥

札「立山大宮設序供妥敬 芦耕寺吉祥坊」、 御守設の御守「（宝珠）立山大椛現守設所」

（裏面に「安政五午年 判木師 富山仲町萩田永治」の氾苫と 、 「吉祥坊泰順代」の刻

字がある）、「（梵字入り宝珠）立山大宮供諸願成就祈牧芦絣寺吉祥坊」、「 （梵字）立山

長日；，笈序供開迎出世子孫槃昌仮 芦餅窟吉祥坊」、「立山御祈梼夜附 芦耕窟吉祥坊」、

血盆経の版木2点（いずれも裏面に「血盆経 版木或枚井上判合シテ三ツ 御施主三1-トI

岡崎城主本多美談守様湘小崎六三郎殿寄l灯寸 束都大名小路御屋吸内 元治元甲子年五

月吉日 吉祥坊現住泰順代」の墨苫がある）、 位牌の雛形（裏面に「立山吉祥坊」の

翌苫がある）、 黄眸丸の効能内（立山吉祥坊法印笈光）が見られる。

32)窃山市月岡真口宗間益寺所蔵の金剛盤の裏面に、 「奉寄附江戸下谷中御徒町 小林

金平 藤原正利 為1磁疑怨敵退骸 萬延元庚申五月日 立山芦絣寺夜泉坊現住泰吝代」

と刻まれ、 この金剛盤が万延元年に江戸下谷中御徒町の小林金平と藤原正利によって

宝泉坊泰音に寄進されたものであることがわかる。 またこの他、fiIT高寺には「筵了院

心浄即生居士」（安政4年8月27日没）と「貞順院直方含衆大姉」（嘉永7年正月22日

没）の二人をと もに祭った位牌が残されているが、 嘉永6年の r�品棠桜内六地蔵恨石

像造裳施主等筵」（芦朗寺雄山神社所蔵）から、 それは 小林金平の父母の位牌 である

ことがわかる。

33)「柏那廻勁阪 越中立山宝泉栢舎オロ 元治二乙丑星正月（梵字） 吉日」芦絣寺雄山

神社所蔵

頂五月廿日 松平和泉守梯へ勧化板指上侶候こj;:。 始5長沢屋返リ泊リ。」

34)『柏那廻勤脹 越中立山宝泉梢舎担 元治二乙丑呈正月（梵字）吉B」芦絣寺雄山

神社所蔵

（家紋）逸珠院智脊妙通貞了大法尼

永井家十世直迫院裏方

（家紋）芳善院術巻直到浄刹大法尼

右二虚者、 御本丸等5別番勧化御世話被下i閃候事二付、 為湖礼位牌相承リ候。

35)「松那廻勤 l販 越中立山宝泉栢舎オロ 元治二乙丑星正月（梵字）吉日」芦 1研寺雄山

神社所蔵
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「四月五日 天気 深谷左源太様へ、 例歳之迎リ牛玉守、 茶十袋、 硲袋、 者しを、

ちんねづけ壱ツ、 上御祈祷札上ル。御本丸勧化板殿様二御授賜リ候泊リ。」



福江 充／近世硲末 1月の江p
・
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「四月十四日 天気 深川沢田屋、 御本丸分記 l阪被下。」

36)『柏那廻勤根 越中立山宝泉柘舎オロ 元治二乙丑足正月（梵字）吉日j芦絣寺雄山

神社所茂

「同八日(1115月8日） 頻岡頼埓様、 邑村院様江招講二付参リ、 松平偲兵衛様

御内千萩院梯被参、 次々、 忠岩院梯・壮山両人参リ、 川越大和梯御奥江勧化板被出候。

段々御□リ候。 次々伝兵衛様方へ勧化仕、」

37)『杭那廻勤帳 越中立山宝泉柘舎オロ 元治二乙丑星正月（梵字）吉日J芦餅寺雄山

神社所蔵

「四月廿四日 本所仏斑庵江御絵図弘通二参リ、 風呂敷壱ツ。 居々典脈手掛壱筋被

下、」

「五月廿七日 相佼屋佐兵衛殿招謡二付御絵図ヲ懸ケ。 泊リ。」

38)「柏那廻日記 越中立山貨泉〔以下欠拍〕 明治元戊辰歳仲冬（梵字）吉〔以下欠

拍JJ芦JIFJ-1寺雄山神社所蔵

「(2月24日）品5本所島場佛母俺二而御絵図講待被成候。」

39)『柏那廻日記 越中立山夜泉〔以下欠担〕 明治元戊辰歳仲冬（梵字）吉〔以下欠

祖〕』芦絣寺雄山神社所蔵

「(4月20日）本所石原町左官滋之助殿参リ。 昼食いたし。 尤御絵図様講招被極。 泊

リ。」

40)「裳山述要御用留定目代天保十三寅年」『越中立山古記録II j所収、116~117頁、

脱瀬誠・ 高瀬保紬、 桂杏房、1990年

「何故者旧冬自他国江柏那配札廻 二罷出候得共、 世上一円之不作二付、 柏那先施財

之志も皆無二而日々之造用二も不行届、 殊二旧冬発足以祈l 15他昔を以仕込等仕リ罷越

候処、 皆々捐分二相成、 剃例年者四月下旬5五月中旬ならでハ帰山不仕衆徒二候処、

当年者柏那先旧緑之場所等も配札者勿論、 止宿等迄相断申ケ所過半有之候二付、 無腺

早春二各坊空敷帰山仕候故、 ー山老若愕然与歎息仕、 就夫累年5別而咬用喰越難渋打

巫リ迷惑仕居候。」
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